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1. このドキュメントの内容

1.1. このドキュメントの内容

このドキュメントでは、自動オプションを使用して JEE上のAEM 6.3 Formsにアップグレードする方法について
説明します。自動オプションでは、製品のインストール、設定およびアップグレードが自動的に行われます。迅速
な評価や開発を行うため、また小規模な実稼働用デプロイメントに対しては、このインストール方法をお勧めし
ます。

小規模な実稼働環境、デモンストレーション、評価、開発、トレーニング向けに JEE上のAEM Formsシステム
をすばやく構築するには、このアップグレード方法を実行してください。JEE上のAEM Forms環境を機能させる、
デフォルトのアドビおよびサードパーティの製品セットが自動的にインストールされて設定されます。

このドキュメントで説明するタスクを実行する前に、「JEE上のAEM Formsへのアップグレードの準備」を読ん
でおいてください。このドキュメントには自動アップグレードに必要な手順が含まれますが、「JEE上のAEM
Formsへのアップグレードの準備」はアップグレードの計画に役立ちます。

1.2. このドキュメントの対象読者

このドキュメントは、自動デプロイメントを使用して JEE上のAEM Formsへのアップグレードを行うユーザー
を対象としています。

1.3. このガイドで使用する表記

このドキュメントで使用する一般的なファイルパスの命名規則は、次のとおりです。

名前 デフォルト値 説明

[aem-forms root] C:\Adobe\Adobe_Experience_Manager_Forms すべてのAEM Formsモジュールで使用するインス
トールディレクトリ。このディレクトリには、
Configuration Manager、SDK、およびCRX リポジ
トリのためのサブディレクトリが含まれています。

[JBoss root] C:\Adobe\Adobe_Experience_Manager_Forms\
jboss

JEE上のAEM Formsを実行するアプリケーション
サーバーのホームディレクトリ。

[Adobe_JAVA_HOME] C:\Adobe\Adobe_Experience_Manager_Forms\
Java\jdk1.8.0_74

JEE上のAEM Forms自動インストールによりイン
ストールされる Java JDKのホームディレクトリ。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_prepareupgrade_63_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_prepareupgrade_63_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_prepareupgrade_63_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_prepareupgrade_63_jp
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2. AEM Formsへの自動アップグレード

この章では、自動オプションを使用して JEE上のAEM Formsにアップグレードする方法について説明します。
この自動インストールオプションは評価環境、開発者用の環境および小規模な実稼働環境の迅速なインストール
に最適です。自動オプション以外を使用して旧バージョンをインストールした場合（JBossへの手動設定およびデ
プロイメント、WebSphereまたはWebLogicへのデプロイメント）は、使用しているアプリケーションサーバー
版の『JEE上のAEM Formsへのアップグレード』を参照してください。

Configuration Managerでは、Windowsのみで実行されている JBoss Application ServerおよびMySQLで、自動
デプロイメントを JEE上のAEM Formsにアップグレードするために必要なタスクのほとんどが自動で実行され
ます。

注：自動オプションを使用してアップグレードできるのは、自動で旧バージョンをインストールし、自動インス
トールの一部として含まれていた JBossインスタンスにソリューションコンポーネントをデプロイしている場合
です。

2.1. JEE上のAEM Formsのアップグレードが機能する方法

JEE上のAEM Formsにアップグレードするには、主に次のタスクを実行する必要があります。これらの多くは、
自動オプションを使用してインストールおよびデプロイする場合は自動で行われます。

1) 既存のデータの手動バックアップ

2) JEE上のAEM Forms製品ファイル（新しいバージョンのアプリケーションサーバーとデータベースを含む）
のインストール

3) JEE上のAEM Formsの設定とデプロイ

4) JEE上のAEMフォームに含まれるサービスコンポーネントの更新（パッチ適用）

5) 既存のCRXリポジトリの手動アップグレード

6) デプロイメント後の設定

インストールプログラムおよびConfiguration Managerが連動して、ほとんどのタスクが実行されます。このド
キュメントの手順で説明するように、プロセス全体に渡って、入力の指示があります。
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2.1.1. 自動アップグレードプロセスで実行されるタスクの詳細

自動化インストールおよびアップグレードプロセスでは、次のタスクが実行されます。

• JEE上のAEM Forms製品ファイルをインストールします。

• 事前設定された JBoss Application Server（Apache Tomcatサーブレットコンテナを埋め込み済み）をイン
ストールします。

• 事前設定されたバージョンのMySQL 5.5データベースサーバーをインストールします。

• Configuration Managerを起動します。

• （既存のサーバーを実行している同じマシンでのアップグレード）適切な JBoss for Adobe Experience Manager
Formsサービスを停止します。

• （既存のサーバーを実行している同じマシンでのアップグレード）以前のインスタンスから JEE 上の AEM
6.3 Formsにグローバルドキュメントストレージ（GDS）の内容を移行します。

注：JEE上のAEM Formsの以前のバージョンでGDSの場所を変更した場合は、JEE上のAEM Forms GDS
の場所が同じであることを確認してください。GDSの場所が同じでない場合は、以前のGDSの場所の内容
を JEE上のAEM Forms GDSの場所に手動でコピーする必要があります。

• JEE上のAEM Forms EARファイルの設定とアセンブリを行います。

• （既存のサーバーを実行している同じマシンでのアップグレード）JEE上のAEM Formsとともにインストー
ルされたMySQLの以前のインスタンスから、JEE上のAEM FormsとともにインストールされたMySQL
の新しいインスタンスに、MySQLデータを移行します。

重要：JEE上のAEM Formsの以前のインスタンスと JEE上のAEM Formsの新しいインストールが同じマ
シン上にない場合、JEE上のAEM FormsインストーラによってインストールされたMySQLインスタンス
に手動でMySQLデータをインポートし、JEE上のAEM Formsに使用する予定の新しいコンピューターに
関連するディレクトリをコピーする必要があります。JEE上のAEM Forms MySQLデータベースの以前の
インスタンスを、JEE上のAEM Forms MySQLデータベースの新しいインスタンスに移行し、以前のデー
タをバックアップするための詳細な手順については、こちらの記事を参照してください。

• 新しいCRXリポジトリを設定します。以前のバージョンのCRXリポジトリを既にお持ちの場合は、後でリ
ポジトリを手動でアップグレードする必要があります。

• JBoss for Adobe Experience Manager Formsサービスを開始します。

• JEE上のAEM Forms EARファイルを JBossにデプロイします。

• MySQLデータベースを初期化します。

• コンポーネントをデプロイする前に重要なデータを移行します。

• 必要なコンポーネントをすべて JBossにデプロイします。

• 既存のコンポーネントを更新（パッチ適用）し、以前のサービス設定パラメーター、エンドポイント、監視
フォルダーなどは保持します。

• 設定、構成データなど、重要なデータを移行します。

• ECM Connector（Connector for EMC Documentum、Connector for IBM FileNet、Connector for IBM
Content Manager、Connector for Microsoft SharePointなど）、PDF Generator、Acrobat Reader DC
Extensionsなどのモジュールを設定します。

http://kb2.adobe.com/jp/cps/921/cpsid_92106.html
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3. システムの前提条件

このシステム前提条件の項を読む前に、『アップグレードのチェックリストと計画』ガイドを必ずお読みください。

3.1. 必要システム構成

自動インストールを使用して、開発および評価用に1つのシステムにすべてのモジュールをインストールします。
対象のコンピューターに8 GB以上のRAMが搭載されていることを確認してください。必要システム構成につい
て詳しくは、「サポートされているプラットフォームの組み合わせ」を参照してください。

3.2. その他の前提条件

3.2.1. ハードウェア

どのインストールに関しても、最低限の設定として以下が推奨されます。

• インストール用のディスク容量：35 GB（ESDダウンロードを使用し、DVDからインストールを行わない
場合は、さらに5 GBが必要です）

• インストール中のシステムの一時的容量：25 GB

• JEE上のAEM Formsを実行するためのメモリ：8 GB

• プロセッサー：Intel®Xeon®E5-2680、2.4 GHz以上

3.2.2. オペレーティングシステム

この自動方式は、64ビットアーキテクチャで動作するWindows 2012でサポートされています（実稼働環境では
必須）。

注：評価および開発ではWindows 10がサポートされます。インストーラーを実行するには、Windows上で管理
者権限が必要です。この権限がないアカウントを使用してインストーラーを実行すると、管理者権限を持つアカ
ウントの資格情報が求められます。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_upgrade_checklist_63_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_63_jp


システムの前提条件  3

 5

3.2.3. 部分的な自動オプションによるデータベースの事前設定

部分的な自動オプションによって、事前設定済みの JBoss Application Serverを既存のデータベースと組み合わせ
て使用できます。次の種類のデータベースがサポートされます。

• MySQL 5.5

• Microsoft SQL Server 2014およびMicrosoft SQL Server 2016

• Oracle 12c

既存のデータベースを使用している場合は、データベースを部分的な自動オプションの章で指定されているよう
に設定します。

3.2.4. アプリケーションサーバー

自動オプションでは JBoss 6.4をインストール、設定、使用できます。

3.3. データファイルのバックアップ

アップグレードプロセスを開始する前に、Java SDK、インストールファイル、監視フォルダーの内容、一時ディ
レクトリなど、以前のデプロイメントに関連するすべてのファイルとディレクトリをバックアップする必要があ
ります。これらの要素を削除しないでください。システムを元の状態にロールバックする場合は、バックアップ
を作成する必要があります。関連するバックアップタスクは次のとおりです。

• アップグレードを実行する前に Forms サーバーをメンテナンスモードにします（管理ヘルプの「メンテナ
ンスモードでの既存サーバーの実行」を参照してください）。Formsサーバーをシャットダウンし、コール
ドバックアップを実行します。

• Formsサーバーを停止します。長期間有効なプロセスがすべて停止するまで待ち（または必要に応じて手動
で停止し）、コールドバックアップを実行します。

次のデータをバックアップに含める必要があります。

• GDS ディレクトリ：このディレクトリは、ローカルドライブまたは共有ネットワークドライブ上のいずれ
かにあります。GDSディレクトリのデフォルトの場所は、[install_root]\jboss\standalone\svcdata\gds
です。GDSディレクトリを検索する方法について詳しくは、管理ヘルプの「グローバルドキュメントスト
レージディレクトリ」を参照してください。

• データベース：バックアップの作成について詳しくは、お使いのデータベースのマニュアルを参照してくだ
さい。

• EARファイル：以前のインストールにカスタム EARファイルが存在する場合は、それらの EARファイル
をバックアップします。EARファイルはアップグレードに問題が発生した場合にシステムを復元する際に
も必要になります。

• CRX リポジトリ：crx-repository フォルダーをバックアップします。crx-repository フォルダーをバック
アップする前に、管理者ユーザーのパスワードをadminに変更してください。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_admin_63_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_admin_63_jp


システムの前提条件

6

• Reader Extension証明書ファイル：Reader Extension証明書ファイルをバックアップします。

• フォント：Configuration Managerで指定されているすべてのAdobeフォントディレクトリを（管理コン
ソールの設定／コアシステム／設定で）バックアップします。その際、ディレクトリ全体をバックアップし
てください。

• ユーザーによるインストールフォント：以前のForms環境に追加のフォントをインストールした場合は、そ
れらのフォントを個別にバックアップします。

• 監視フォルダー：監視フォルダーをバックアップします。

3.4. 事前準備

3.4.1. 一般的な考慮事項

インストールを開始する前に、インストールが円滑に実行されるように次の情報を通読してください。

• インストール時間を短縮するには、インストールファイルのローカルコピーを使用して JEE上のAEM Forms
をインストールするか、またはDVDから直接インストールします。ネットワークから JEE上のAEM Forms
のインストールを行うと、インストールに失敗する場合があります。

• 入手したインストールメディアが破損していないことを確認します。インストールメディアをコンピュー
ターのハードディスクにコピーする場合は、必ずDVDの内容全体をハードディスクにコピーしてください。

• インストーラーファイルセットをダウンロードした場合は、MD5チェックサムユーティリティを使用して
完全性を検証してください。このユーティリティを使用して、MD5のチェックサム値とアドビライセンス
Webサイトに表示されている値を確認します。WinMD5などのツールを使用できます。

• インストールエラーを避けるには、最大パス長の制限を超えるディレクトリパスに DVD インストールイ
メージをコピーしないでください。通常、ネットワークパスが長い場合に、このエラーが発生します。

• インストールを実行するときにオンアクセスウイルススキャンソフトウェアを無効にすると、Windowsで
のインストール時間が短縮されます。

• 自動インストールでは、次のWindowsサービスが作成され、デフォルトで起動時に自動的に実行するよう
設定されます。

– JBoss for Adobe Experience Manager 6.3 Forms

– MySQL for Adobe Experience Manager 6.3 Forms（部分的に自動オプションを選択した場合は該当
しません）

これらのサービスは、自動アップグレード用にアプリケーションサーバーとデータベースを管理します。

• デフォルトでは、自動インストールは JEE上のAEM FormsコンポーネントをC:\Adobe\Adobe_Expe-
rience_Manager_Forms\ディレクトリに配置します。

重要：別のディレクトリにインストールする場合は、ディレクトリ名に「test」（C:¥testなど）という名前
を使用しないでください。この名前を使用すると、MySQLのインストールプロセスが失敗します。

• デフォルトでは、JBossは [JBoss root]ディレクトリにインストールされ、ここから実行されます。

https://licensing.adobe.com
https://licensing.adobe.com
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3.4.2. Windows 10およびWindows Server 2012 R2上でのWindows UACの無効化

1) システム構成ユーティリティにアクセスするには、スタート／ファイル名を指定して実行を選択し、
MSCONFIG.と入力します。

2) 「ツール」タブをクリックし、スクロールして「UAC設定の変更」を選択します。

3) 「起動」をクリックして新しいウィンドウでコマンドを実行します。

4) スライダーを「通知しない」のレベルに設定します。

5) 完了したら、コマンドウィンドウを閉じ、システム構成ウィンドウを閉じます。

6) コンピューターを再起動します。

UACを再度有効にするには、上記の手順を繰り返し、スライダーを目的のレベルに設定してからコンピューター
を再起動します。

重要：PDF Generatorが正しく動作するように、Windowsのユーザーアカウント制御（UAC）を無効のままに
しておく必要があります。UACの「確認を要求しないで昇格する」オプションを有効にすることで、インストー
ルおよび設定のプロセスを実行できます。ただし、PDF Generatorを実行するには、UACを無効にします。

3.4.3. リポジトリのアップグレード時の考慮事項

• [CRX_home]フォルダーのバックアップを作成します。

• Web Bundlesコンソールを開き、com.day.crx.sling.serverバンドルを削除します。Web Bundles コ
ンソールのデフォルトのURLは、http://[server]:[port]/lc/system/console/bundlesです。

• CRX から OAK への移行ユーティリティをダウンロードして解凍します。ユーティリティは https://repo.
adobe.com/jp/nexus/content/groups/public/com/adobe/granite/crx2oak/1.4.2/から入手できます。

3.4.4. その他の要件

Acrobat Reader DC Extensions秘密鍵証明書

Acrobat Reader DC Extensionsをインストールする場合は、有効な秘密鍵証明書があることを確認してください。
情報が確認できない場合は、アドビの営業担当者にお問い合わせください。JEE上のAEM Formsの設定とデプロ
イを行うときにAcrobat Reader DC Extensions秘密鍵証明書の読み込みをスキップして、後から管理コンソール
のTrust Storeコンポーネントを使用して秘密鍵証明書をインストールすることもできます。

PDF Generatorの事前設定

ネイティブファイル変換のためのソフトウェアのインストール

PDF Generatorを設定する前に、PDF変換サポートが必要な、ネイティブファイルタイプをサポートするソフト
ウェアをインストールします。さらに、アプリケーションサーバーの実行に使用したのと同じユーザーアカウン
トを使用して、ソフトウェアのライセンスを手動でアクティベートします。

https://repo.adobe.com/jp/nexus/content/groups/public/com/adobe/granite/crx2oak/1.4.2/
https://repo.adobe.com/jp/nexus/content/groups/public/com/adobe/granite/crx2oak/1.4.2/
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JEE上のAEM Formsによる変換で使用するネイティブアプリケーションごとにライセンス契約を参照し、ライセ
ンス要件を満たしていることを確認してください。

PDF Generatorは、サードパーティのネイティブファイル変換アプリケーションを使用して、追加のファイルタ
イプをPDFファイルに変換するように拡張することができます。サポート対象のアプリケーションとファイル
フォーマットについての完全なリストは、「サポートされているプラットフォームの組み合わせ」ドキュメントを
参照してください。ネイティブファイルを変換するためのソフトウェアには、初期登録／アクティベーションダ
イアログがあります。サーバー上で設定されているすべてのPDFGユーザーアカウントについて、すべての初期
登録／アクティベーションダイアログを解除してください。

次のネイティブファイルの形式を変換するために、ネイティブソフトウェアアプリケーションをインストールす
る必要はありません。

• Webファイル（HTML）

• Printファイル（PS、PRN、EPS）

• 画像ファイル（JPEG、GIF、BMP、TIFF、PNG）

Adobe Acrobat for PDF Generatorのインストール

JEE上のAEM Formsインストーラーを実行する前に、Acrobat DC Proをインストールします。PDF Generator
の設定の問題を回避するために、Acrobatをインストールした後必ず 1回はAcrobatを起動してください。
Acrobatの起動時に表示されるすべてのモーダルダイアログボックスを閉じます。

JEE上のAEM Formsインストーラーは、Acrobat_PATH（大文字と小文字が区別されます）環境変数を自動的
に設定します。この環境変数を手動で設定する方法については、「環境変数の設定」を参照してください。環境変
数を設定したら、アプリケーションサーバーを再起動します。

JEE上のAEM Forms EncryptionサービスでAES 256暗号化を使用してPDFドキュメントを暗号化するには、
Java Cryptography Extension（JCE）Unlimited Strength Jurisdiction Policyファイルを入手し、インストール
する必要があります。自動インストールでインストールされたOracle JDKの場合は、Java SE Downloadsから
JCEファイルをダウンロードします。ポリシーファイルをダウンロードしたら、[Adobe_JAVA_HOME]/jre/lib/
securityフォルダーにある既存の local_policy.jarファイルおよびUS_export_policy.jarファイルを、ダウンロー
ドした JARファイルに置き換えます。

PDF Generatorのマルチスレッドファイル変換およびマルチユーザーサポートの有効化

PDF Generatorでは、一度に1つのOpenOffice、Microsoft WordまたはPowerPointドキュメントのみをデフォ
ルトで変換できます。マルチスレッド変換を有効にした場合、OpenOfficeまたはPDFMakerのインスタンスを
複数起動することにより、PDF Generatorで同時に複数のドキュメントを変換できます。

注：マルチスレッド変換は、Microsoft Excel、Microsoft Project、およびMicrosoft Publisherではサポートされ
ていません。

注：Microsoft Excelファイルは同時には変換されません。変換中、EXCEL.exeはタスクマネージャーで監視され
ます。

OpenOfficeまたはPDFMakerの各インスタンスは、それぞれ別のユーザーアカウントを使用して起動されます。
追加する各ユーザーアカウントは、JEE上のAEM Formsサーバーコンピューター上での管理者権限を持つ有効な
ユーザーである必要があります。64ビットWindowsではWindows UACを無効にします。「Windows 10および
Windows Server 2012 R2上でのWindows UACの無効化」を参照してください。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_63_jp
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OpenOffice、Microsoft WordまたはMicrosoft PowerPointのユーザーを追加する場合は、すべてのユーザーに
対してアクティベート用のダイアログが表示されないようにします。JEE上のAEM Formsサーバーの設定後、
JEE上のAEM Formsユーザーアカウントを管理コンソールに追加します。「マルチスレッドファイル変換のユー
ザーアカウント」を参照してください。

Windows環境でネイティブファイルおよびOpenOfficeファイルのマルチユーザーサポートを有効にするには、
次の権限を持つユーザーを3人以上追加します。

PDF Generatorネイティブ変換用のユーザーを追加する場合は、ユーザーに「サービスとしてログオン」権限を
付与する必要があります。詳しくは、「サービスとしてログオン」権限の付与を参照してください。

「サービスとしてログオン」権限の付与

WindowsオペレーティングシステムにPDF Generatorをインストールする場合は、JEE上のAEM Formsをイン
ストールするユーザーに対して「サービスとしてログオン」権限を付与します。

1) スタート／コントロールパネル／管理ツール／ローカルセキュリティポリシー／ローカルポリシー／ユー
ザー権利の割り当てを選択します。

2) 「サービスとしてログオン」をダブルクリックして、「ユーザーまたはグループを追加」をクリックします。

3) Microsoft管理者のユーザー名を入力して「OK」をクリックします。

プラットフォーム ユーザー権限

Windows Server 2012 管理者権限を持つユーザー
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4. JEE上のAEM Formsへのアップグレード、設定、
およびデプロイ

4.1. JEE上のAEM Formsのインストール

JEE上のAEM Formsのデフォルトのインストール先ディレクトリはC:\Adobe\Adobe_Experience_Manager_
Forms\です。JEE上のAEM Formsのインストール完了後、Configuration Managerを実行して、JEE上のAEM
Formsへのアップグレードを実行することができます。

4.1.1. 設定されているCRXリポジトリのバージョンの識別

1) AEM FormsのWebコンソールを開きます。デフォルトのURLはhttp://[port]:[server]//lc/system/console/
bundlesです。

2) ステータスメニューを開いてから、Sling設定オプションをクリックします。

3) 実行モードプロパティの値を確認します。実行モードプロパティの 2番目の値は、CRXリポジトリのバー
ジョンを指定します。例えば、次の実行モードでは、リポジトリのバージョンはCRX3です。

Run Modes = [livecycle, crx3, author, samplecontent, crx3tar]

4.1.2. JEE上のAEM Formsのインストール

1) 次のいずれかの操作を行います。

• ダウンロードサイトにある JBoss_DVD.zipファイル（JEE上のAEM Forms Electronic Software
Distribution（ESD）ファイル）をファイルシステムにダウンロードし、すべて展開します。JBoss_
DVD.zipファイルのディレクトリ階層は変更しないでください。

– ZIPファイルを展開したら、次のいずれかの方法を使用してインストーラーを起動します。

– （64 ビットシステムの場合）¥server¥Disk1¥InstData¥Windows_64¥VM フォルダーの install.exe
ファイルをダブルクリックします。

• JBoss DVDから¥serverフォルダーに移動します。次のいずれかの方法でインストーラーを起動します。

– （64 ビットシステムの場合）¥server¥Disk1¥InstData¥Windows_64¥VM フォルダーの install.exe
ファイルをダブルクリックします。

2) プロンプトが表示されたら、インストールで使用する言語を選択して「OK」をクリックします。

3) はじめに画面で「次へ」をクリックします。
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4) アップグレードの準備画面で、以前のバージョンのAEM Formsがターゲットマシンにインストールされて
いる場合にのみ表示されます。次のいずれかの操作を実行します。

• 現在のインストールをJEE上のAEM Formsにアップグレードするには、「既存のインストールをAdobe
Experience Manager Formsにアップグレードする準備」を選択します。表示されたパスがアップグ
レードする以前のインストール場所を指していない場合は、「参照」をクリックして、アップグレー
ドする以前のインスタンスのパスを指定します。アップグレードの手順について詳しくは、『AEM
Formsへの自動アップグレード（JBoss版）』を参照してください。

• 「Adobe Experience Manager Formsのインストール」を選択して、JEE上のAEM Formsをインス
トールし、インストール場所を指定します。

5) インストールフォルダーを選択画面で、表示されたデフォルトのディレクトリをそのまま使用するか、
「選択」をクリックし JEE上のAEM Formsのインストール先ディレクトリに移動してから、「次へ」をク
リックします。このディレクトリを [aem-forms root]と呼びます。デフォルトのパスはC:\Adobe\Adobe_
Experience_Manager_Forms\です。

注：インストールディレクトリパスの長さは40文字を超えないようにしてください。また、国際文字や特
殊文字を使用しないでください。

6) 部分的な自動インストールオプション画面で、事前設定済みのMySQLデータベースサーバーをインストール
するか、JEE上のAEM Formsと共に使用する独自の外部データベースサーバーを選択することができます。

注：この画面は、以前のバージョンの一部自動インストールのアップグレードを実行している場合にのみ表
示されます。

7) インストールタイプを選択画面で、インストールタイプを選択し、「次へ」をクリックします。

• 通常の自動インストールの場合、インストールタイプとして「標準」の下の「自動」を選択します。
「自動」オプションでは、AEM Forms on JEE、JBoss 6.4 EAP、MySQL 5.5 database、および JDK
1.8.0_74がインストールされます。

• 事前設定した MySQL データベース以外のデータベースを使用する場合は、「カスタム」の下にある
「部分的な自動オプション」を選択します。デフォルトで JEE上のAEM Forms、JBoss Application
Server、JDK 1.8.0_74がインストールされます。

• 自動インストールではなくカスタムインストールを行う場合は、「手動」を選択します。このオプショ
ンは、JBoss Application ServerおよびMySQLデータベースが既にシステムにインストールされてお
り、それに JEE上のAEM Formsインストーラーで作成されるのと同じWindowsサービス名がつけ
られている場合にデフォルトで選択されます。

注：この画面は、アップグレードの準備画面で「Adobe Experience Manager Formsをインストール」を
選択するか、以前のバージョンがインストールされていないコンピューターに JEE上のAEM Formsをイン
ストールする場合にのみ表示されます。

注：手動インストールの場合は、「JEE上のAEM Formsへのアップグレード（JBoss版）」および「JEE上
のAEM Formsへのアップグレードの準備」を参照してから、操作を続行してください。

8) （インストーラーと共に提供されるMySQLのみ）MySQLデータベースの選択画面で、MySQLルート管理
者のパスワードを設定し、必要に応じて、MySQLのポート番号を入力します。この画面は、「MySQLの自

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_installTurnkey_63_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_installTurnkey_63_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_installTurnkey_63_jp
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動オプションを含める」オプションを選択した場合に、自動インストールまたは部分的な自動インストール
を実行している場合にのみ表示されます。

• ポート番号が未使用であることを確認するには、「テスト」をクリックします。ポートが使用可能な
場合は、緑のチェックマークが表示されます。ポートが使用中の場合は、赤のXが表示されます。

• ポートが使用中の場合は、新しいポート番号を入力して処理を繰り返し、使用可能なポートを見つけ
てください。「リセット」をクリックすると、ポートのボックスにデフォルトのポート番号である3306
が入力されます。

注：以前のバージョンがインストールされていたサーバーマシンと同じマシンでアップグレードを行
う場合は、以前のバージョンで使用されていたポート以外のポートを指定してください。

注：部分的な自動インストールオプション画面で、「データベースを使用」を選択した場合は、この画面は
表示されません。

注：MySQLではユーザー名またはパスワードに特殊文字とスペースを使用できません。このパスワードは、
今後の参照用に記録しておいてください。

9) JBoss Application Server使用許諾契約書を読み、同意する場合は「同意します」を選択し、「次へ」をク
リックします。

10) （インストーラーと共に提供されるMySQLを使用する場合のみ）MySQL使用許諾契約書を読み、同意する
場合は「同意します」を選択し、「次へ」をクリックします。この画面は、「部分的な自動オプション」を使
用するときに、「自動」または「MySQLの自動オプションを含める」が選択されている場合にのみ表示さ
れます。

11) JEE上のAEM Forms使用許諾契約書を読み、同意する場合は「同意します」を選択し、「次へ」をクリッ
クします。

12) プリインストールの概要を確認して、「インストール」をクリックします。インストールプログラムにより
インストールの進行状況が表示されます。このプロセスは、完了するまでに数分かかる場合があります。

13) リリースノートを確認して「次へ」をクリックします。

14) インストール完了画面で、次のいずれかのオプションを選択します。

• Connectors for ECMをアップグレードする場合は、「Configuration Managerを起動」の選択を解
除して「完了」をクリックし、「アップグレードのためのConnectors for ECMの準備」セクションに
移動してください。

• サービスパックの更新が必要ない場合は、「Configuration Managerを起動」が選択されていること
を確認し、「完了」をクリックします。

• サービスパックの更新が必要な場合は、「Configuration Managerを起動」オプションの選択を解除
し、「完了」をクリックしてインストーラーを終了します。

• 注：「Configuration Managerを起動」の選択を解除し、インストーラーを終了すると、[aem-forms
root]\configurationManager\binにあるConfigurationManager.batファイルを使用して、Configuration
Managerを後で実行できます。
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4.2. アップグレードのためのConnectors for ECMの準備

Connector for EMC Documentum、Connector for IBM FileNetまたはConnector for IBM Content Manager を、
以前のバージョンからアップグレードする場合、JEE上のAEM Formsのインストール後、Configuration Manager
を起動してアップグレードプロセスを完了する前に、アプリケーションサーバーのシステムを設定する必要があ
ります。

注：新しいコンピューターでアップグレードを実行しない場合は、手順2に進みます。

1) （新しいコンピューターへのアウトオブプレースアップグレードのみ）新しいアプリケーションサーバーを
ホストする新しいコンピューターにECMリポジトリのクライアントをインストールします。

2) アップグレードを開始する前に、新しいアプリケーションサーバーでConnectors for ECMに関連するすべ
ての設定（管理コンソールの設定は除く）を実行します。このガイドの「デプロイメント完了後の作業」の
各コネクタの設定の項を参照してください。

3) 既存のAEM Formsサーバーの [JBoss root]/binディレクトリに移動し、ターゲットサーバーの対応する
ディレクトリにadobe-component-ext.propertiesファイルをコピーします。

4) アプリケーションサーバーを再起動します。

これで、Configuration Managerを実行して、JEE上のAEM Formsへのアップグレードを続行することができます。

重要：Connector for EMC DocumentumまたはConnector for IBM FileNetの場合、デフォルトのリポジトリ
は以前のバージョンのRepository Providerにする必要があります。そうでない場合は、アップグレードデプロイ
メントが失敗します。これらのコネクタのいずれかに対して、ECMリポジトリプロバイダーをデフォルトのリポ
ジトリとして設定した場合、管理コンソールを開き、サービス／ [connector type AEM Forms]／設定に移動し
ます。「 LiveCycle Repository Provider AEM forms」オプションを選択して「保存」をクリックします。

4.3. サービスパックのインストール

Configuration Managerを使用した設定を完了する前に、JEE上のAEM Forms用の最新のサービスパックを適
用します。詳しくは、「AEM Formsヘルプハブ」を参照してください。

4.4. JEE上のAEM formsの設定

ここまでの手順で JEE上のAEM Formsがインストールされ、アップグレード設定を開始する準備が整いました。
Configuration Managerウィザードで、アップグレードに必要なタスクが実行されます。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_documentation_63_jp
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4.4.1. JEE上のAEM Formsの設定

注：Configuration Managerの実行中にF1キーを押すと、現在表示されている画面に関するヘルプ情報が表示さ
れます。「進行状況ログを表示」をクリックすると、いつでも設定の進行状況を確認できます。

注：設定中に、「Reset to Default」オプションを使用してConfiguration Manager内のデータをリセットする必
要がある場合は、Configuration Managerを必ず再起動してください。再起動しない場合、表示されない設定画
面が発生する可能性があります。

1) JEE上のAEM Formsのインストールから続けて作業をしている場合は、手順3に進みます。それ以外の場
合は、[aem-forms root]\configurationManager\binフォルダーに移動してConfigurationManager.bat
を実行します。

2) プロンプトが表示されたら、使用する言語を選択して、「OK」をクリックします。

3) 既存の設定データを使用するように求められた場合は、「OK」をクリックします。

4) Adobe Experience Manager Formsへようこそ画面で、「次へ」をクリックします。

5) アップグレードタスクの選択画面で、「以前のバージョンからのアップグレード」を選択し、「次へ」をク
リックします。

4.4.2. モジュールの選択

1) モジュール画面で、アップグレードするモジュールが選択されていることを確認します。デフォルトでは、
選択したすべてのモジュールは評価版ライセンスが供与されます。「次へ」をクリックします。

注：適切な設定と機能のために、一部のモジュールは他のモジュールとのテクニカルな依存関係をもちま
す。相互依存するモジュールが選択されていない場合、Configuration Managerはダイアログを表示し、そ
れより先の操作はできなくなります。

• AEM Formsでは、Adaptive Forms、Correspondence Management、HTML5 Forms、Forms Portal、HTML
Workspace、Process Reporting、OSGi上のForms中心ワークフローの各機能で crx-repository が使用さ
れます。これらの機能をAEM Formsで使用する予定がある場合、crx-repositoryは必要になります。

• AEM Forms Document Securityを使用する場合、crx-repositoryは必要ありません。

重要：以前のバージョンで設定されているすべてのモジュールが選択されていることを確認します。別のモ
ジュールをデプロイすることもできます。

4.4.3. タスクの選択

1) タスク選択画面で、必要なタスクがすべて選択されていることを確認して、「次へ」をクリックします。

注：「アプリケーションサーバーを設定」と「アプリケーションサーバーの設定を検証」の各タスクは、JBoss
自動オプションでは選択できません。アプリケーションサーバーが既に JEE上のAEM Forms用に設定され
ているので、JBoss自動オプションでこれらのタスクはサポートされません。
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4.4.4. 要件の確認

1) インプレースアップグレードとアウトオブプレースアップグレード画面で情報を確認し、すべての前提条件
が実行されていることを確認して、「次へ」をクリックします。

2) アップグレード前のステップ画面またはアップグレード前のステップ（続き）画面で要件を確認し、ご使用
の環境に関連するすべてのタスクを実行して、「次へ」をクリックします。

4.4.5. JBossの停止

1) シャットダウン画面で、AEM Formsバージョンの JBossサービスを停止するボタンをクリックし、「次へ」
をクリックします。

4.4.6. グローバルドキュメントストレージディレクトリの移行

1) グローバルドキュメントストレージ（GDS）ディレクトリとその他のAdobe Experience Manager Forms
の内容の移行の画面で、移行前と現在のGDSの場所を指定し、「内容を移行」をクリックして以前の内容を
現在の（新しい）場所にコピーします。完了したら、「次へ」をクリックします。

注：GDSのデフォルトの場所は[install_root]\gdsです。以前のバージョンでGDSの場所が変更され
ていた場合は、GDS のコンテンツを手動で移行してください。

4.4.7. カスタムデータソースの移行

1) AEM Formsの以前のバージョンをインストールした後にカスタムデータソースを作成していた場合は、
カスタムデータソースの移行画面で、「データソースの読み込み」オプションを選択し、「開始」をクリック
して、カスタムデータソースを読み込みます。完了したら、「次へ」をクリックします。

カスタムデータソースがない場合は、このオプションを選択せずに、「次へ」をクリックします。

4.4.8. EAR、フォントおよびGDSの設定

1) Adobe Experience Manager Formsを設定（1/5）画面で、「設定」をクリックします。EARファイルの設
定が完了したら、「次へ」をクリックします。設定に含まれているモジュールの数によっては、このプロセ
スが完了するまでに数分かかる場合があります。

注：以下のエラーメッセージが表示されても、無視してAEM Formsの設定を続行してください。 
ERROR [stderr] (http-/0.0.0.0:8080-4) 
com.adobe.idp.common.errors.exception.IDPException| 
[com.adobe.idp.storeprovider.jdbc.DBStatement] errorCode:12552 errorCodeHEX:0x3108

2) Adobe Experience Manager Formsを設定（2/5）画面で、JEE上のAEM Formsがフォントにアクセスす
る際に使用するディレクトリを設定し、「次へ」をクリックします。

ヒント：この画面上の値を変更するには、「設定を編集」をクリックします。このボタンは、Configuration
Managerを最初に実行したときには使用できませんが、2回目およびそれ以降の実行では使用できるように
なります。
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• （オプション）「Adobeサーバーフォントディレクトリ」のデフォルトの場所を変更するには、パスを
入力するか、ディレクトリを参照します。デフォルトのパスは、[aem-forms root]/fontsです。

• 「カスタマーフォントディレクトリ」のデフォルトの場所を変更するには、「参照」をクリックするか、
カスタマーフォントの新しい場所を指定します。

注：アドビシステムズ社以外が提供しているフォントを使用するユーザーの権利は、それらのフォン
トを所有する会社が提供する使用許諾契約書に拘束されるもので、アドビソフトウェアを使用するた
めの使用許諾契約書は適用されません。アドビシステムズ社以外が提供しているフォントをアドビソ
フトウェアで使用する前に、適用されるアドビシステムズ社以外の使用許諾契約書すべてに準拠して
いることを確認してください。特に、サーバー環境でフォントを使用する際は注意が必要です。

• （オプション）「システムフォントディレクトリ」のデフォルトの場所を変更するには、パスを入力す
るか、ディレクトリを参照します。

• （オプション）FIPSを有効にするには、「FIPSを有効にする」を選択します。このオプションは、連
邦情報処理規格（FIPS）を適用する場合にのみ選択してください。

3) Adobe Experience Manager Formsを設定（3/5）画面で、「一時ディレクトリの場所」をデフォルト値のま
まにするか、パスを入力するか、「参照」をクリックしてパスを指定します。デフォルトの場所は、[aem-
forms root]\tempです。「次へ」をクリックして、続行します。

4) Adobe Experience Manager Formsを設定（4/5）画面で、「グローバルドキュメントストレージディレクト
リパス」をデフォルトの場所のままにするか、「参照」をクリックして完全修飾パスを指定します。以前の
バージョンでデフォルトのGDSディレクトリを使用していない場合、アップグレードを正常に完了するに
は、JEE上のAEM Formsのディレクトリを指定し、以前のGDSディレクトリの内容をこの新しい場所に
コピーする必要があります。

注：GDSの内容をの手順で JEE上のAEM Formsのインストールに移行した場合、「グローバルドキュメン
トストレージディレクトリのパス」の事前設定された値は変更しないでください。

5) 永続的なドキュメントストレージを設定（5/5）画面で、「GDS を使用」または「データベースを使用」を
選択し、「設定」をクリックします。

• GDSを使用：すべての永続的なドキュメントストレージにファイルシステムベースのGDSを使用します。
このオプションでは、最高のパフォーマンスを実現し、ストレージの場所としてGDSだけを使用します。

• データベースを使用：永続的なドキュメントや長期間有効な成果物の保存に、JEE上のAEM Formsのデー
タベースを使用します。ただし、ファイルシステムベースのGDSも必要です。データベースを使用するこ
とにより、バックアップと復元の手順が簡単になります。

「次へ」をクリックします。

4.4.9. PDF Generator用のAcrobatの設定

1) （PDF Generatorのみ）AcrobatをPDF Generatorに合わせて設定画面で、「設定」をクリックして設定ス
クリプトを実行します。完了したら、「次へ」をクリックします。

2) Adobe Experience Manager Formsの設定の概要画面で、「次へ」をクリックします。



JEE上のAEM Formsへのアップグレード、設定、およびデプロイ  4

 17

4.4.10. CRXの設定

1) CRX設定画面では、CRXリポジトリを設定し、それをadobe-livecycle-cq-author.ear EARファイルにイン
ストールすることができます。

1) リポジトリのパスを指定します。デフォルトの場所は、[aem-forms root]/crx-repositoryです。

注：CRXレポジトリパスに空白が含まれていないことと、コンテンツレポジトリがクラスターのすべ
てのノードで使用できることを確認してください。設定が完了したら、コンテンツリポジトリをロー
カルノードから（CRX設定画面で指定した）同じ場所にあるすべてのノードにコピーします。

2) 既存のリポジトリからアップグレードする場合は、以前のバージョンのコピー元となる crx-repositoryのパ
スを指定します。

3) 必要に応じてリポジトリタイプを選択し、次の点について記録します。

• CRX3 TARは、クラスターデプロイメントではサポートされていません。

• CRX3 Mongo DBを選択する場合、Mongoデータベース名とデータベースのURLを指定します。URL
の形式は、mongodb://<HOST>:<Port>です。

HOST：MongoDBを実行しているマシンの IPアドレス。

Port：MongoDBに使用されるポート番号。デフォルトのポート番号は27017です。

CRX3 RDB：このオプションを選択すると、CRXリポジトリのRDB MK（ドキュメントMK）への
永続化が設定されます。

注：すでにAEM 6.3 Formsにアップグレードされていて、モジュールの追加や削除のために
Configuration Managerを実行している場合、アップグレード中に選択したオプションとCRXリポ
ジトリタイプオプションが一致していることを確認してください。

4) 「設定」をクリックし、指定した場所で必要なリポジトリを作成または変更します。

 注：JEE上のAEM Formsがリモートで実行されている場合は、「Server is running on remote host」を
選択し、リモートホスト上のリポジトリへのパスを指定します。

「次へ」をクリックして、続行します。

4.4.11. 自動オプションの JBoss SSLの設定

1) 自動オプションの JBoss SSLを設定画面で、SSL証明書の設定に関する情報を入力し、「JBoss SSLを設定」
をクリックします。設定が完了したら、「次へ」をクリックします。

「設定をスキップ」を選択して、この手順をスキップし、後からConfiguration Managerで、この設定を行
うこともできます。

• 証明書エイリアス：証明書の参照に使用する一意の代替名。

• キーストアファイル名：鍵および証明書の保存に割り当てられたキーストア名。
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4.4.12. 検証サンプルのインストール

1) （Forms、AssemblerおよびOutputのみ）Adobe Experience Manager Formsインストール検証サンプル
（IVS）EARファイル画面では、サービス用の3つのサンプルアプリケーションをインストールできます。こ
れらのサンプルファイルをインストールするには、「IVS EARをデプロイメントセットに含めます」を選択
し、「次へ」をクリックします。

adobe-output-ivs-jboss.ear adobe-assembler-ivs.earおよびadobe-forms-ivs-jboss.ear
が表示されます（モジュール画面で各モジュールを選択した場合のみ）。

注：IVS EARファイルは実稼働環境にデプロイしないでください。

4.4.13. AEM Forms EARのデプロイ

1) JEE上のAEM Forms EARファイルをデプロイ画面で、JBossにデプロイするEARファイルを選択し、
「デプロイ」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

注：JEE上のAEM FormsへのEARファイルのデプロイメント中、EARが適切なテーブルを見つけること
ができない旨のエラーが表示されることがあります。これらのエラーは無視してかまいません。

4.4.14. AEM Formsデータベースの初期化

1) Adobe Experience Manager Formsデータベースの初期化画面で、ホストとポートの情報を確認して、
「初期化」をクリックします。データベースの初期化タスクによって、データベースにテーブルが作成され、
デフォルトのデータがテーブルに追加されて、データベースに基本的なロールが作成されます。初期化が正
常に完了したら、「次へ」をクリックします。

ヒント：この手順はスキップしないでください。データベースを初期化しても従来のデータは破損しません。

4.4.15. サーバー情報

1) Adobe Experience Manager Forms情報画面で、以前のバージョンのインストールの管理者ユーザー IDと
パスワードを入力し、「サーバー接続を検証」をクリックします。検証が完了したら、「次へ」をクリックし
ます。

注：サーバーの検証が失敗した場合、サーバーを再起動しますが、error.log が安定していて http://
<server>:<port> /lcにアクセス可能な場合のみ再起動してください。それでも検証が失敗する場合は、サー
バーをもう一度再起動してください。

この画面に表示されるサーバー情報はデプロイメント時のデフォルト値です。サーバー接続の検証は、デプロイ
メントや検証でエラーが発生した場合に、トラブルシューティングの対象を絞り込むのに役立ちます。接続テス
トが正常に終了しても以降の段階でデプロイメントや検証のエラーが発生する場合は、接続の問題をトラブル
シューティングのプロセスから除外できます。
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4.4.16. セッション IDの移行エラー

1) 以前のバージョンのインストールのインスタンスからセッション ID を移行中に発生したエラーを確認し、
修正して、「次へ」をクリックします。これらのエラーの修正は重要です。修正しなかった場合、アップグ
レード後にワークフローの呼び出しが失敗する可能性があります。

4.4.17. Central Migration Bridge Serviceのデプロイメント設定

1) Central ProまたはWeb Output Pakを使用して JEE上のAEM Formsを設定するライセンスがある場合、
Central Migration Bridge Serviceデプロイメント設定画面で、「Central Migration Bridge Serviceをデプ
ロイメントに含める」を選択し、「次へ」をクリックします。

4.4.18. AEM Formsコンポーネントのデプロイ

1) Adobe Experience Manager Formsコンポーネントのデプロイメント画面で、「デプロイ」をクリックします。
ここでデプロイされるコンポーネントは、サービスのデプロイ、統合および実行を目的として JEE上のAEM
Formsに組み込まれたサービスコンテナにプラグインされる Javaアーカイブファイルです。デプロイメン
トが正常に完了したら、「次へ」をクリックします。

2) Adobe Experience Manager Formsコンポーネントのデプロイメント検証画面で、「検証」をクリックします。
AEM Forms Configuration Managerによって、AEM Forms J2EEサーバーでデプロイおよび実行される
Javaアーカイブファイルが検証されます。検証が正常に完了したら、「次へ」をクリックします。

4.4.19. AEM Formsへの必須データの移行

1) Adobe Experience Managerの運用に必要なデータを移行画面で、「開始」をクリックして、以前のバージョ
ンのインストールのデータを移行します。完了したら、「次へ」をクリックします。

この手順では、フォーム、フォームデータ、プロセス、環境設定、ファイルタイプ設定、ジョブオプショ
ン、セキュリティ設定、監視フォルダーおよび電子メールジョブソース（アップグレードする製品による）、
カスタムフォントおよびGDSディレクトリ内のドキュメントのコピーが行われます。

4.4.20. AEM Formsコンポーネントの設定

1) Adobe Experience Manager Formsコンポーネントを設定画面で、設定する JEE上のAEM Formsモジュー
ルを選択し、「次へ」をクリックします。次に表示される画面は、この画面で選択した内容によって変わり
ます。

注：Connectors for ECMモジュールをアップグレードする場合は、この画面でこれらを選択しないでくだ
さい。JEE上のAEM Formsでそのモジュールを初めてライセンスする場合にのみ、モジュールを選択し、
必要に応じて次の各手順を実行します。
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Connector for EMC Documentumの設定

1) EMC Documentumのクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後でEMC Documentumを手動設定するには、「Connector for EMC Documentumコンテンツサー
バーを設定」オプションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for EMC Documentumコンテンツサーバーを設定」オプションを選択したままにし、
EMC Documentumクライアントの適切なバージョンおよびディレクトリパスを入力して、「検証」
をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックし、次の画面でタスクを完了します。

– EMC Documentum Content Server設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

– Connector for EMC Documentumを設定画面で、「Documentum Connectorを設定」をクリック
します。完了したら、「次へ」をクリックします。

Connector for IBM Content Managerの設定

1) IBM Content Managerのクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後で IBM Content Managerを手動設定するには、「Connector for IBM Content Managerを設定」
オプションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for IBM Content Managerを設定」オプションを選択したままにし、IBM Content Manager
クライアントの適切なディレクトリパスを入力して「検証」をクリックします。完了したら「次へ」
をクリックし、次の画面でタスクを完了します。

– IBM Content Managerサーバーの設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

– Connector for IBM Content Managerを設定画面で「IBM Content Manager Connectorを設定」
をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

Connector for IBM FileNetの設定

1) IBM FileNetのクライアントを指定画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 後で IBM FileNetを手動設定するには、「Connector for IBM FileNet Content Managerを設定」オ
プションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「Connector for IBM FileNet Content Managerを設定」オプションを選択したままにし、IBM Filenet
クライアントの適切なバージョンとディレクトリパスを入力して、「検証」をクリックします。完了
したら、「次へ」をクリックし、次の画面の操作を完了します。

– IBM FileNet Content Serverの設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリックします。

– Connector for IBM FileNet Process Engineを設定画面で、適切なバージョン（有効な場合）とディ
レクトリパスを指定し、「検証」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

– IBM FileNet Process Engineサーバーの設定を指定画面で、必要な値を指定し、「次へ」をクリック
します。

– Connector for IBM FileNetを設定画面で、「FileNet Connectorを設定」をクリックします。完了し
たら、「次へ」をクリックします。
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Connector for Microsoft SharePointの設定

1) Adobe Experience Manager Forms Connector for Microsoft SharePointを設定画面で、次のいずれかのタ
スクを実行します。

• 後でMicrosoft Sharepointを手動設定するには、「AEM Forms Connector for Microsoft SharePointを設
定」オプションの選択を解除し、「次へ」をクリックします。

• 「AEM Forms Connector for Microsoft SharePointを設定」オプションを選択したままにします。必要な
値を指定して、「SharePoint Connectorを設定」をクリックします。完了したら、「次へ」をクリックします。

ECM Connectorの設定の確認

1) 設定を確認画面で、次のいずれかのタスクを実行します。

• 初めてコネクタを設定する場合、または前の画面で設定のいずれかを変更した場合、「アプリケーショ
ンサーバーを再起動します」オプションを選択したままにし、「設定を検証」をクリックします。検証
に成功したら、「次へ」をクリックします。

注：IBM FileNetクライアントが存在するディレクトリ名にハイフン（-）、下線（_）、カンマ（,）、
ドット（.）などの特殊文字が含まれている場合は、IBM FileNetの検証に失敗することがあります。

• 後でコネクタを設定する場合は、「アプリケーションサーバーを再起動します」オプションの選択を
解除し、「設定を検証」をクリックします。検証に成功したら、「次へ」をクリックします。

コネクタの手動設定

注：この画面は、Adobe Experience Manager Formsコンポーネントを設定画面でECM Connectorを設定し、コネ
クタの画面でECM Connectorを設定しなかった場合にのみ表示されます。

AEM Forms Connectorsの設定

1) adobe-component-ext.propertiesという名前のファイルを作成し、そのファイルをアプリケーション
サーバーの作業ディレクトリに格納します。

2) ECM JavaライブラリをECMコンポーネントに関連付ける属性を追加します。属性の形式は次のとおりで
す。com.adobe.livecycle.Connectorfor[ECM].ext=[Comma delimited list of Jar Files,
Resource files and/or Directories]

3) アプリケーションサーバーを起動します。

4) Configuration Managerの実行が終了し、JEE上のAEM Formsがデプロイされ実行されている場合は、
管理コンソールで、EMC Documentum Content Server、IBM Content Manager Datastore、IBM FileNet
Content Engineの IP／ポートおよびコネクタ用のユーザーの秘密鍵証明書の場所を指定します。
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PDF Generatorの設定

1) PDF のネイティブ変換に必要な管理者のユーザー資格情報画面で、サーバーマシンの管理者権限を持つユー
ザーのユーザー名とパスワードを指定します。「ユーザーを追加」をクリックします。

Windows Serverの場合は管理ユーザーを1人以上追加し、「次へ」をクリックします。

重要：追加するユーザーのUACを無効にしておきます。

2) Document Services PDF Generator System Readiness Test画面で、「開始」をクリックして、システムが
PDF Generatorに対して正しく設定されているかどうかを検証します。System Readiness Toolレポートを
確認し、「次へ」をクリックします。

Acrobat Reader DC Extensions証明書の設定

1) Acrobat Reader DC Extensionsの秘密鍵証明書の設定画面で、モジュールサービスをアクティブにする
Reader Extensions秘密鍵証明書に関連付けられている詳細を指定します。

注：「AEM Forms管理コンソールを使用して後から設定」を選択することで、この時点ではこの手順をス
キップすることもできます。デプロイメントを完了した後で、管理コンソールを使用してAcrobat Reader
DC Extensions秘密鍵証明書を設定できます。（管理コンソールにログインしたら、ホーム／設定／Trust
Storeの管理／ローカル秘密鍵証明書をクリックします）。

「設定」をクリックし、「次へ」をクリックします。

4.4.21. サーバーの再起動

1) JBossアプリケーションサーバーを再起動します。一部の設定はサーバーを再起動した後にのみ適用される
ので、再起動が必要です。「次へ」をクリックします。

4.4.22. タスクの概要

Configuration Managerタスクの概要リストを確認し、「次の手順」を選択して、JEE上のAEM Formsのユー
ザーと管理インターフェイスに関する情報が表示されるhtmlページを起動します。「完了」をクリックします。

注：サーバを再起動するように伝えるメッセージが画面に表示されます。すぐには再起動を行わないでください。
error.logに変化がなく、すべてのバンドル（署名以外）がアクティブモードであることを確認してから、サーバー
を再起動します。

4.5. 次の手順

Configuration Managerを使用して JEE上のAEM Formsを設定およびデプロイした場合は、デプロイメント後
のタスクを完了できるようになりました。
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5. CRXリポジトリのアップグレードとコンテンツの移行

LiveCycle ES4 SP1ではTarPM永続性を使用してコンテンツを格納します。AEM 6.3はApache JackRabbit Oak
ベースのリポジトリを使用します。OakベースのリポジトリはTarMK、MongoMK、RDBMKという3つの永続
性形式を提供します。CRXリポジトリを、Configuration ManagerのCRX設定画面で選択したリポジトリタイ
プにアップグレードします。

• CRXリポジトリのTarMKへのアップグレード

• CRXリポジトリのMongoMKまたはRDBMKへのアップグレードとコンテンツの読み込み

リポジトリをアップグレードした後、AEM Formsサーバーを再起動します。

5.1. CRXリポジトリのTarMKへのアップグレード

次の手順を実行して、CRXリポジトリをAEM Forms TarMKにアップグレードします。

1) CRX から OAK への移行ユーティリティを次の場所からダウンロードします。https://repo.adobe.com/
nexus/content/groups/public/com/adobe/granite/crx2oak/1.6.8/crx2oak-1.6.8-all-in-one.jar

com.adobe.granite.tools.fileinstallertool-1.0.2.jarファイルをAdobe Maven公開リポジトリからダウン
ロードします。

2) コンテンツリポジトリの古い参照を削除します。LiveCycle ES4 SP1 crx-repositoryのバックアップに対し
て次の手順を実行します。

a) com.adobe.granite.tools.fileinstallertool-1.0.2.jarファイルを、LiveCycle ES4 SP1 crx-repositoryが
含まれているフォルダーにコピーします。

b) crx-repositoryのディレクトリの名前を crx-quickstartに変更します。

c) コマンドプロンプトを開いて、次のコマンドを実行します。java -jar com.adobe.granite.tools.
fileinstallertool-1.0.2.jar

d) crx-quickstartのディレクトリの名前を crx-repositoryに変更します。

3) カスタムセキュリティマネージャーを削除します。[CRX_home]\repository\repository.xmlを開いて編集
します。

<SecurityManager class="com.adobe.livecycle.usermanager.crx.jaas.

EmbeddedSecurityManager">を<SecurityManager class="com.day.crx.core.
CRXSecurityManager"> に置き換えます。

ファイルを保存して閉じます。

4) （Windows環境以外のみ）基盤のオペレーティングシステムとしてUNIXまたは Linuxを使用している
場合は、ターミナルウィンドウを開いて crx-repositoryが含まれているフォルダーに移動し、次のコマンド
を実行します。

chmod -R 755 ../crx-repository

https://repo.adobe.com/nexus/content/groups/public/com/adobe/granite/crx2oak/1.6.8/crx2oak-1.6.8-all-in-one.jar
https://repo.adobe.com/nexus/content/groups/public/com/adobe/granite/crx2oak/1.6.8/crx2oak-1.6.8-all-in-one.jar
https://repo.adobe.com/nexus/content/groups/public/com/adobe/granite/com.adobe.granite.tools.fileinstallertool/1.0.2/com.adobe.granite.tools.fileinstallertool-1.0.2.jar
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5) コマンドプロンプトを開いて、次のコマンドを実行します。

注：コマンドをドキュメントからコマンドウィンドウにコピーすると、不要な文字やスペースがいくつか追
加される場合があります。コマンドをテキストエディターにコピーして不要な文字を削除してからコマンド
を実行してください。

Microsoft Windowsを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

a) set SLING_HOME=<path of crx-repository>

注：Configuration ManagerのCRX設定画面で指定した crx-repositoryのパスを使用します。

b) java -Xmx4096m -XX:MaxPermSize=2048M -jar <path_of_crx2oak_file>\
crx2oak-1.6.8-all-in-one.jar --disable-mmap --load-profile segment-fds

UNIXベースのオペレーティングシステムを使用している場合は、次のコマンドを実行します。

a) export SLING_HOME=<path of crx-repository>

注：Configuration ManagerのCRX設定画面で指定した crx-repositoryのパスを使用します。

b) java -Xmx4096m -XX:MaxPermSize=2048M -jar <path_of_crx2oak_file>/
crx2oak-1.6.8-all-in-one.jar --disable-mmap --load-profile segment-fds

6) [CRX_home]\install\org.apache.jackrabbit.oak.plugins.blob.datastore.FileDataStore.cfg を開いて編集し
ます。PATHパラメータの値を<crx-repository>/repository/repository/datastoreフォルダーの絶対パスに
変更します。

注：<crx-repository>/repository/repository/datastoreフォルダーの絶対パスには、UNIX形式のパスを使
用します。

7) 次のファイルとフォルダーを削除します。

• [CRX_home]/launchpad/startup

• [CRX_home]/launchpad/felix/bundle0/BootstrapCommandFile_timestamp.txt

• [CRX_home]/launchpad/sling_bootstrap.txt

• [CRX_home]/launchpad/org.apache.sling.launchpad.base.jar

• [CRX_home]/launchpad/sling.properties

8) アプリケーションサーバーを起動して、[AEM_forms root]\configurationManager\exportフォルダーにあ
るadobe-livecycle-cq-author.earファイルをアプリケーションサーバーにデプロイします。

注：次の手順に進む前に、ServiceEvent REGISTEREDおよびServiceEvent UNREGISTEREDメッセージ
が<crx-repository>/logs/error.logファイルに出現しなくなるまで待ちます。

9) AEM Forms Serverを停止します。

10) 次のパッケージを [AEM-Installation-Directory]\configurationManager\export\crx-quickstart\install か
ら [AEM-Installation-Directory]\crx-repository\installディレクトリにコピーします。

• adobe-lc-forms-lccontent-pkg.zip

• adobe-lc-landingpage-pkg.zip
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• adobe-lc-processreporting-pkg.zip

• adobe-lc-workspace-pkg.zip

• adobe-rightsmanagement-indexer-pkg.zip

• adobe-aemfd-win-pkg

11) AEMサーバーを起動します。

crx-repositoryがアップグレードされ、コンテンツが移行されます。

5.2. CRXリポジトリのMongoMKまたはRDBMKへのアップグレード
とコンテンツの読み込み

1) [crx-repository]\フォルダーに移動し、インストールフォルダーを除くすべてのファイルとフォルダーを削
除します。

2) 次のパッケージを [AEM-Installation-Directory]\configurationManager\export\crx-quickstart\install か
ら [AEM-Installation-Directory]\crx-repository\installディレクトリにコピーします。

• adobe-lc-forms-lccontent-pkg.zip

• adobe-lc-landingpage-pkg.zip

• adobe-lc-processreporting-pkg.zip

• adobe-lc-workspace-pkg.zip

• adobe-rightsmanagement-indexer-pkg.zip

3) アプリケーションサーバーを起動して、[AEM_forms root]\configurationManager\exportフォルダーにあ
るadobe-livecycle-cq-author.earファイルをアプリケーションサーバーにデプロイします。

注：次の手順に進む前に、ServiceEvent REGISTEREDおよびServiceEvent UNREGISTEREDメッセージ
が<crx-repository>/error.logファイルに出現しなくなるまで待ちます。

4) AEM Formsサーバーを再起動します。

注：次の手順に進む前に、ServiceEvent REGISTEREDおよびServiceEvent UNREGISTEREDメッセージ
が<crx-repository>/error.logファイルに出現しなくなるまで待ちます。

5) Correspondence Managementのアセットを読み込みます。AEM Forms公開ライブラリに提供されている
移行スクリプトを使用することも、以下に記載されている手順でCorrespondence Managementおよび
Formsのアセットを手動で読み込むこともできます。

a) 管理者としてAEM Formsサーバーにログインします。

b) グローバルナビゲーションバーで「Adobe Experience Manager」をタップします。データ辞書、
レター、ドキュメントフラグメントのページ上で、作成／ファイルのアップロードをタップし、.cmp
ファイルを選択します。.cmpファイルが書き出されます。

https://github.com/Adobe-Marketing-Cloud/aem-forms/tree/master/tools/cm-package-export-import
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6. デプロイメント完了後の作業

JEE上のAEM Formsのモジュールとサービスをインストールして設定し、アプリケーションサーバーにデプロイ
した後、デプロイメント完了後のタスクを実行して、これらのモジュールとサービスの使用を開始します。

アップグレード準備の一部として、アップグレードプロセスを開始する前に、以前のFormsサーバーをメンテナ
ンスモードにします。次に、アップグレードされたサーバーのメンテナンスモードを無効にしたら、その他のデ
プロイ後のタスクを実行します。

6.1. 一般的なタスク

6.1.1. JEE上のAEM Formsがメンテナンスモードで実行中かどうかの確認

Webブラウザーで、次のURLを表示します。

http://[hostname]:[port]/dsc/servlet/DSCStartupServlet?maintenanceMode
=isPaused&user=[administrator username]&password=[password]

ブラウザーウィンドウにステータスが表示されます。「true」のステータスはサーバーがメンテナンスモードで動
作中であることを示し、「false」はサーバーがメンテナンスモードではないことを示します。

注：アップグレード前にAdobe_Experience_Manager_Formsシステムをメンテナンスモードに変更していた場
合にのみ、「true」を返します。

6.1.2. メンテナンスモードのオフ

注：アップグレード前に以前のAdobe_Experience_Manager_Formsシステムをメンテナンスモードに変更して
いた場合にのみ適用されます。

Webブラウザーで、次のURLを表示します。

http://[hostname]:[port]/dsc/servlet/DSCStartupServlet?maintenanceMode
=resume&user=[administrator username]&password=[password]

ブラウザーウィンドウに「実行中」のメッセージが表示されます。

メンテナンスモードについて詳しくは、管理ヘルプの「メンテナンスモードでの JEE上のAEM Formsの実行」を
参照してください。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_admin_63_jp
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6.1.3. AEMでのCRXDE Liteの有効化

AEMではCRXDE Liteをhttp://localhost:8080/lc/system/console/componentsインターフェイスまた
はcURLコマンドを使用して有効にできます。詳しくは、https://docs.adobe.com/docs/jp/aem/6-3/administer/
security/security-checklist/enabling-crxde-lite.htmlを参照してください。OSGI環境でCRXDE Liteを有効にする
手順が記載されています。この記事の手順を使用して JEE上のAEM Forms環境でCRXDE Liteを有効にする場合は、
必ず必要な変更を行ってください。例えば、URL はhttp://localhost:4502/system/console/components
ではなくhttp://localhost:8080/lc/system/console/componentsを使用する必要があります。

6.1.4. JBossサーバーからの JMSの削除

1) [Adobe_Experience_Manager_Forms8x_root]\jboss\server\all\deploy\jms\adobe-service.xmlを見つけて、
エディターで開きます。

2) <server>エレメントからすべての<mbean>プロパティを削除します。

3) ファイルを保存して閉じます。

6.1.5. デフォルトパスワードの変更

JEE上のAEM Formsでは、インストール中にデフォルトユーザーを1つ以上作成します。これらのユーザーのパ
スワードは製品資料に記載され、公開されています。セキュリティ要件に応じて、このデフォルトのパスワード
を変更する必要があります。

管理者のユーザーパスワードは、デフォルトで「password」に設定されています。管理コンソール／設定／ユー
ザー管理でパスワードを変更します。管理コンソールへのログイン手順について詳しくは、管理コンソールへの
アクセスを参照してください。

6.1.6. JBossサービスの再起動

インストールが完了したら、初期化状態にするために、JBossサービスを再起動します。インストール後は、JBoss
サービスが大量にメモリを使用する初期化状態になります。

注：JEE上のAEM Formsをアップグレードする、またはサービスパックをデプロイする場合は、[Jboss_root]\
standalone\tmpフォルダーを必ず削除するようにしてください。

6.1.7. シリアル化エージェントの設定

AEM Formsを使用するには、sun.util.calendarパッケージをホワイトリストに登録する必要があります。
このパッケージをホワイトリストに追加するには、以下の手順を実行します。

1) ブラウザーウィンドウでWebコンソールを開きます。デフォルトのURLは http://[server]:[port]/system/
console/configMgrです。

2) デシリアライゼーションファイアウォール設定を検索して開きます。

3) ホワイトリストフィールドでsun.util.calendarパッケージを追加して「保存」をクリックします。

https://docs.adobe.com/docs/jp/aem/6-3/administer/security/security-checklist/enabling-crxde-lite.html
https://docs.adobe.com/docs/jp/aem/6-3/administer/security/security-checklist/enabling-crxde-lite.html
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6.1.8. 正しい日付、時刻およびタイムゾーンの設定

JEE上のAEM Forms環境に接続するすべてのサーバーで正しい日付、時刻およびタイムゾーンを設定すること
で、時間に依存するモジュール（Digital SignaturesやAcrobat Reader DC Extensionsなど）が正常に機能する
ようになります。例えば、未来の時間に作成された署名は、有効になりません。

同期を必要とするサーバーは、データベースサーバー、LDAPサーバー、HTTPサーバーおよびJ2EEサーバーです。

6.1.9. JBoss用SSLの手動による有効化

自動インストール時、Secure Socket Layer（SSL）がデフォルトで無効の状態で JBoss Application Serverがセッ
トアップされます。ドキュメントの保護にAdobe Acrobatで JEE上のAEM Forms Document Securityを使用す
る場合は、JBossでSSLを有効にします。SSLを有効にするには、VeriSignなどの信頼できる認証局（CA）から
発行された署名入り証明書が必要です。ただし、自己署名証明書を生成および使用して、SSLを有効にすることも
できます。

自動インストール時に JBoss用SSLを有効にする場合、次のように広範なタスクを実行する必要があります。

1) Java SDKに付属するキーツールユーティリティを使用してキーストアを作成します。

2) 証明書を生成するか、CAから発行された証明書を使用します。

3) キーストアと証明書のファイルを JBossルート設定フォルダー（[JBoss root]\standalone\configuration）に
コピーします。

4) 証明書を [Adobe_JAVA_HOME]\lib\security\cacertsに読み込みます。

5) JBoss lc_turnkey.xmlファイルを更新し、SSL構成の設定をコメント解除して証明書の参照属性を指定します。

6) 変更を適用するには、JBossサーバーを再起動します。

JBoss用SSLの有効化

Configuration Managerを使用して JBossに対してSSLを設定できます。このオプションをスキップした場合、以
下の説明を参照してSSLを手動で設定してください。

X.500識別名は、キーストアと証明書を生成するときの識別子として使用されます。証明書の生成に使用するキー
ツールコマンドは、–dnameオプションについて次のサブパーツをサポートしています。

CN：証明書を作成するマシンの完全ホスト名。例えば、「machine.adobe.com」。

OU：部や課など、小規模な組織単位の名前。例えば、「Purchase」。

O：組織の名前。例えば、「Adobe Systems」。

L：地方または市の名前。例えば、「San Jose」。

S：州や都道府県の名前。例えば、「California」。

C：2文字の国名コード。例えば、「US」。
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自動インストール時の JBoss用SSLの有効化

1) [Adobe_JAVA_HOME]/binに移動し、次のコマンドを入力してキーストアを作成します。

keytool -genkey -dname"CN=Host Name, OU=Group Name, O=Company Name, L=City Name, 
S=State, C=Country Code" -alias"LC Cert"–keyalg rsa -keypass key_password -keystore 
keystorename.keystore

[Adobe_JAVA_HOME]は JDKのインストールディレクトリ名に置換し、太字のテキストは実際の環境に
対応する値に置換します。「Host Name」は、アプリケーションサーバーの完全修飾ドメイン名です。

2) パスワードの入力を求められたら、keystore_passwordを入力します。

注：この手順のkeystore_passwordには、手順1で入力したパスワード（key_password）と同じパスワー
ドでも異なるパスワードでも入力できます。

3) 次のコマンドを入力して、keystorenamekeystoreファイルを [JBoss root]\standalone\configurationディ
レクトリにコピーします。

 copy keystorename.keystore [JBoss root]/standalone/configuration

4) 次のコマンドを入力して、証明書ファイルを書き出します。

keytool -export -alias "LC Cert" -file LC_cert.cer -keystore [JBoss root]\
standalone\configuration\keystorename.keystore

5) パスワードの入力を求められたら、keystore_passwordを入力します。

6) 次のコマンドを入力して、LC_cert.cerファイルを [JBoss root] configurationディレクトリにコピーします。

copy LC_cert.cer [JBoss root]\standalone\configuration

7) 次のコマンドを入力して、証明書の内容を表示します。

keytool -printcert -v -file [JBoss root]\standalone\configuration\LC_cert.cer

8) 必要に応じて、[Adobe_JAVA_HOME]\jre\lib\securityのcacertsファイルへの書き込みアクセス権を指
定します。cacertsファイルを右クリックして「プロパティ」を選択し、「読み取り専用」属性の選択を解
除します。

9) 次のコマンドを入力して、証明書ファイルを読み込みます。

keytool -import -alias “LC Cert” -file LC_cert.cer -keystore [Adobe_JAVA_HOME]¥
jre¥lib¥security¥cacerts

10) パスワードにchangeitと入力します。changeitは Javaインストールでデフォルトのパスワードです。

11) 「Trust this certificate? [no]:」と表示されたら、yesと入力します。「Certificate was added to
keystore」という確認メッセージが表示されます。

12) （Jboss 6.4のみ）テキストエディターで次のファイルを開きます。

[JBoss root]\standalone\configuration\lc_turnkey.xml.
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13) lc_turnkey.xmlファイルの次の行をコメント解除します。

<!-- SSL/TLS Connector configuration using the admin devl guide keystore 
<connector name="https" protocol="HTTP/1.1" scheme="https" socket-binding="https" 
secure="true"> <ssl name="lc-ssl" password="key_password" protocol="TLSv1, TLSv1.1, 
TLSv1.2" key-alias="LC Cert" certificate-key-file="${jboss.server.base.dir}/
configuration/keystorename.keystore" /> </connector> -->

14) lc_turnkey.xmlのkeystoreFile属性に、作成したキーストアファイルのパスを指定します。lc_turnkey.xml
のkeystorePass属性に、keystore_passwordを指定します。

15) lc_turnkey.xmlファイルを保存します

16) アプリケーションサーバーを再起動します。

• Windowsのコントロールパネルで、管理ツールをクリックし、サービスをクリックします。

• JBoss for Adobe Experience Manager Forms 6.3を選択します。

• 操作／停止を選択します。

• サービスのステータスが停止になるまで待機します。

• 操作／開始を選択します。

6.1.10. Workbenchへのアップグレード

JEE上のAEM Formsサーバーのアップグレードが完了し、適切に動作していることを確認したら、新しいバー
ジョンのWorkbenchをインストールして、JEE上のAEM Formsアプリケーションの作成と変更を行います。
『Installing Your Development Environment』を参照してください。

6.1.11. 管理コンソールへのアクセス

管理コンソールは、各種設定ページにアクセスするためのWebベースのポータルです。これらの設定ページでは、
JEE上のAEM Formsの動作を制御する実行時プロパティを設定できます。管理コンソールにログインすると、
User Management、監視フォルダーおよび電子メールクライアントの設定、さらに他のサービスの管理設定オプ
ションにアクセスできます。また、管理コンソールでは「アプリケーションおよびサービス」にアクセスするこ
ともできます。これは、管理者がアーカイブの管理や、実稼働環境へのサービスのデプロイに使用します。

管理コンソールにログインするためのデフォルトのユーザー名とパスワードは、それぞれadministratorおよび
passwordです。初回ログイン時に、User Managementにアクセスして、管理者アカウントのパスワードを変更
できます。（User Managementへのアクセスを参照してください。）

以前のAdobe_Experience_Manager_Formsシステムで設定したものと同じ管理者アカウントとパスワードを使
用します。

管理コンソールにアクセスするには、デプロイ済みの JEE上のAEM Formsがアプリケーションサーバー上で実
行されている必要があります。
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管理者のWebページの使用方法について詳しくは、管理コンソールのヘルプ（管理コンソールのホームページの
ヘルプメニューからアクセス）を参照してください。

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://localhost:8080/adminui（デフォルトのポートを使用したローカルのデプロイメント）

2) 次のデフォルトのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

ユーザー名：administrator
パスワード：password

3) 「ログイン」をクリックします。

4) サービスのページにアクセスするには「サービス」を、コアシステム設定、User ManagementおよびTrust
Storeの管理のページにアクセスするには「設定」をクリックします。

6.1.12. JEE上のAEM Formsアプリケーションへのアクセス

AEM Formsのデプロイ後には、次のモジュールに関連付けられたWebアプリケーションにアクセスできます。

• Acrobat Reader DCエクステンション

• ワークスペース

• PDF Generator

• Document Security

デフォルトの管理者権限を使用してWebアプリケーションにアクセスし、アプリケーションがアクセス可能であ
ることを確認します。他のユーザーがログインしてアプリケーションを使用できるように追加のユーザーとロー
ルを作成できます（管理ヘルプを参照）。

Acrobat Reader DC拡張Webアプリケーションへのアクセス

注：Acrobat Reader DC Extensions証明書を適用して、新しいユーザーのユーザーロールを適用する必要があり
ます（管理ヘルプの「証明書をAcrobat Reader DC Extensionsで使用するための設定」を参照）。

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。
http://localhost:8080/ReaderExtensions

2) JEE上のAEM Formsのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

注：ログインするには、管理者またはスーパーユーザーの権限が必要です。他のユーザーがReader Extensions
Webアプリケーションにアクセスできるようにするには、User Managementでユーザーを作成し、そのユー
ザーにAcrobat Reader DC Extensions Webアプリケーションロールを付与する必要があります。

Workspaceへのアクセス

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。
http://localhost:8080/workspace

2) JEE上のAEM Formsのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_admin_63_jp
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HTMLワークスペースへのアクセス

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://localhost:8080/lc/forms.html

2) JEE上のAEM Formsのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

Forms Managerへのアクセス

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://localhost:8080/lc/fm

2) JEE上のAEM Formsのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

PDF Generator Webアプリケーションへのアクセス

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://localhost:8080/pdfgui

2) JEE上のAEM Formsのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

Document Securityへのアクセス

User ManagementでDocument Securityエンドユーザーロールのユーザーを作成し、そのユーザーに関連付けら
れたログイン情報を使用してDocument Securityの管理者またはエンドユーザーアプリケーションにログインす
る必要があります。

注：デフォルトの管理者ユーザーは、Document SecurityエンドユーザーWebアプリケーションにはアクセスで
きません。ただし、このユーザーのプロファイルに必要なロールを追加できます。新しいユーザーを作成したり、
既存のユーザーを修正したりするには、管理コンソールを使用します。

Document SecurityエンドユーザーWebアプリケーションへのアクセス

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://localhost:8080/edc 

Document Security管理者Webアプリケーションへのアクセス

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://localhost:8080/adminui 

2) サービス／Document Securityをクリックします。

ユーザーおよびロールの設定について詳しくは、管理ヘルプを参照してください。
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Document Securityエンドユーザーロールの割り当て

1) 管理コンソールにログインします。

2) 設定／User Management／ユーザーとグループをクリックします。

3) 「キーワード」ボックスにallと入力し、条件2リストで「グループ」を選択します。

4) 「検索」をクリックし、該当するドメインについて、表示されるリストの「すべてのプリンシパル」をクリッ
クします。

5) 「ロールアサイン」タブをクリックし、「ロールを検索」をクリックします。

6) ロールのリストで、「Document Security End User」の横にあるチェックボックスを選択します。

7) 「OK」をクリックし、「保存」をクリックします。

User Managementへのアクセス

User Managementを使用すると、管理者は1つまたは複数のサードパーティユーザーディレクトリに同期するす
べてのユーザーおよびグループのデータベースを管理できます。User Managementにより、認証、承認、および
ユーザー管理を、JEE上のAEM Formsのモジュール（Acrobat Reader DC Extensions、Workspace、Document
Security、Formsワークフロー、Forms Standard、PDF Generatorなど）で行うことができます。

1) 管理コンソールにログインします。

2) ホームページで、設定／User Managementをクリックします。

注：User Managementでのユーザー設定について詳しくは、User Managementページの右上隅にある
「User Managementヘルプ」をクリックしてください。

6.1.13. （部分自動のみ）プレーンテキストパスワードの暗号化

lc_<db-name>ファイルのパスワードを暗号化します。パスワードを暗号化するには、次のコマンドを使用します。

java -cp modules/system/layers/base/org/jboss/logging/main/jboss-logging-3.3.0.
Final-redhat-1.jar;modules/system/layers/base/.overlays/layer-base-jboss-
eap-7.0.6.CP/org/picketbox/main/picketbox-4.9.8.Final-redhat-1.jar;modules/system/
layers/base/.overlays/layer-base-jboss-eap-7.0.6.CP/org/picketbox/main/picketbox-
commons-1.0.0.final-redhat-4.jar;modules/system/layers/base/.overlays/layer-base-
jboss-eap-7.0.6.CP/org/picketbox/main/picketbox-infinispan-4.9.8.Final-redhat-1.jar 
org.picketbox.datasource.security.SecureIdentityLoginModule <password-to-encrypt>

注：JBossのデータソースパスワードを暗号化するために使用するpicketbox-4.1.2.Final-redhat-1.jarファイルが
ない場合は、Indexof/techpreview/all/org/picketbox/picketbox/4.1.2.Final-redhat-1からダウンロードしてくだ
さい。http://wiki.jboss.orgにある JARファイルは使用しないでください。

6.1.14. 作成者インスタンスと発行インスタンスの設定

CRXリポジトリをインストールおよび設定している場合にのみ、次のタスクを実行して、作成者インスタンスと
発行インスタンスを設定してください。
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作成者インスタンスの設定

作成者インスタンスは、JEE上のAEM Formsサーバーに埋め込まれています。このことは、作成者インスタンス
に対して設定アップデートをまったく行う必要がないことを意味しています。インスタンスは、JEE上のAEM
Formsインスタンスからすべての構成設定を引き継ぎます。

発行インスタンスの設定

作成者インスタンスと発行インスタンスは別々に実行する必要があります。これらの2つのインスタンスは同じ
マシンに設定することも、別のマシンに設定することもできます。

注：発行インスタンスを設定する前に、作成者インスタンスが設定およびデプロイ済みであることを確認します。
作成者インスタンスへのログインが成功するかどうかで、これを確認できます。

1) 発行インスタンス用のアプリケーションサーバーのプロファイルを、同じマシンまたは別のマシンに新規作
成します。

2) 作成者インスタンスで、[aem-forms root]/configurationManager/export/ ディレクトリに移動します。

3) adobe-livecycle-cq-publish.ear ファイルをコピーし、手順 1 で作成したアプリケーションサーバーのプロ
ファイルにデプロイします。

4) [aem-forms root]/configurationManager/export/crx-repositoryディレクトリを、発行インスタンス用の
ファイルサーバーにコピーします。

5) -Dcom.adobe.livecycle.crx.home=<location for crx-repository>パラメーターを使用して、
発行サーバーを起動します。ここで、<location for crx-repository>は発行インスタンス用の
crx-repositoryディレクトリのコピー元の場所です。

発行インスタンスを起動して実行したら、2つのインスタンスが互いに通信できるように設定する必要があります。

重要：クラスタを設定する場合は、CRXリポジトリパスに空白が含まれていないことを確認してください。

作成者インスタンスと発行インスタンス間の通信

作成者インスタンスと発行インスタンス間で双方向通信を有効にするには、いくつかの設定変更を行う必要があ
ります。

発行インスタンスURLの定義
1) http://<authorHost>:<authorPort>/lc/etc/replication/agents.author/publish.htmlに移動します。

2) 「編集」をクリックします。「Agent Settings」ダイアログが表示されます。

3) 「Transport」タブをクリックして、パブリッシュサーバーのURLを「URI」フィールドに入力します。
http://<publishHost>:<publishPort>/lc/bin/receive?sling:authRequestLogin=1

注：ロードバランサーによって複数の発行インスタンスが管理されている場合は、URIフィールドにその
URLを指定します。

4) 「OK」をクリックします。

注：別のクラスターに対しては、1つの作成者インスタンス（できればマスターインスタンス） でこれらの手順を
実行する必要があります。
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ActivationManagerImplの発行インスタンスURLの定義

1) http://<authorHost>:<authorPort>/lc/system/console/configMgrに移動します。

2) 「com.adobe.livecycle.content.activate.impl.ActivationManagerImpl.name」設定の横に
ある「編集」アイコンをクリックします。

3) 「ActivationManager Publish URL」フィールドで、対応する発行インスタンスのURLを指定します。

4) 「保存」をクリックします。

逆複製キューの設定

1) http://<authorHost>:<authorPort>/lc/etc/replication/agents.author/publish_reverse.htmlに移動します。

2) 「編集」をクリックします。「Agent Settings」ダイアログが表示されます。

3) 「Transport」タブをクリックして、対応するパブリッシュサーバーのURLを「URI」フィールドに入力します。

注：ロードバランサーによって複数の発行インスタンスが管理されている場合は、URIフィールドにその
URLを指定します。

4) 「OK」をクリックします。

作成者インスタンスURLの定義

1) http://<publishHost>:<publishPort>/lc/system/console/configMgrに移動します。

2) 「com.adobe.livecycle.content.activate.impl.VersionRestoreManagerImpl.name」設定の
横にある「編集」アイコンをクリックします。

3) 「VersionRestoreManager Author URL」フィールドで、対応する作成者インスタンスのURLを指定します。

注：ロードバランサーによって複数の作成者インスタンスが管理されている場合は、「VersionRestoreManager
Author URL」フィールドにそのURLを指定します。

4) 「保存」をクリックします。

IPv6実装の設定

注：マシン／サーバーが1つの IPv6アドレスを使用している場合のみ、次の手順を実行します。

IPv6アドレスをサーバーコンピューターとクライアントコンピューターのホスト名にマップするには、次の手順
を実行します。

1) C:¥Windows¥System32¥drivers¥etcディレクトリを開きます。

2) hostsファイルをテキストエディターで開きます。

3) IPv6アドレスのマッピングをホスト名に追加します。例えば、以下のように行います。

2001:1890:110b:712b:d1d:9c99:37ef:7281 <ipv6_hostname>

4) ファイルを保存して閉じます。

マシンへのアクセスに IPv6アドレスではなくマップされたホスト名が使用されていることを確認します。
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Adobe Reader用日本語フォントのインストール

ドキュメントフラグメントで日本語フォントを使用する場合は、Adobe Reader用日本語サポートパッケージをイ
ンストールする必要があります。インストールしないと、文字やフォームのレンダリングおよび機能が正常に実
行されません。言語パックをインストールするには、Adobe Readerのダウンロードページにアクセスします。

6.1.15. Correspondence Managementアセットの移行

以前のバージョンからAEM Formsにアップグレードし、Correspondence Managementをインストールしたら、
Correspondence Management移行ユーティリティを実行します。移行ユーティリティにより、以前のバージョ
ンのアセットがAEM 6.3 Formsで使用できるようになります。AEMパッケージ共有からユーティリティをダウ
ンロードできます。手順について詳しくは、https://helpx.adobe.com/content/help/jp/aem-forms/6-3/migration-
utility.htmlを参照してください。

6.1.16. 委任RSAライブラリと委任BouncyCastleライブラリの起動

AEM Formsを使用するには、AEM Formsアドオンパッケージとともに、RSAライブラリとBouncyCastleライ
ブラリをインストールする必要があります。これらの委任ライブラリを起動するには、以下の手順を実行します。

1) AEMインスタンスを停止します。

2) [AEMインストールディレクトリ ]\crx-quickstart\confフォルダーに移動して sling.propertiesファイルを
開いて編集します。

注：[AEMインストールディレクトリ ]\crx-quickstart\bin\start.batを使用してAEMを起動する場合は、
[AEMルート ]\crx-quickstart\にある sling.propertiesを編集します。

3) 以下のプロパティを sling.propertiesファイルに追加します。

sling.bootdelegation.class.com.rsa.jsafe.provider.JsafeJCE=com.rsa.*sling.bootdele
gation.class.org.bouncycastle.jce.provider.BouncyCastleProvider=org.bouncycastle.* 

4) ファイルを保存して閉じます。AEMインスタンスを再起動します。

注：AEM Formsサーバーを再起動する前に、ServiceEvent REGISTEREDメッセージとServiceEvent
UNREGISTEREDメッセージが<crx-repository>/error.logファイルに表示されなくなり、このログファイ
ルが安定した状態になるまで待ちます。

6.1.17. システムイメージバックアップの実行

実稼働環境に JEE上のAEM Formsをインストールおよびデプロイした後、このシステムを稼働する前に、JEE 上
のAEM Formsを設定しデプロイしたサーバーのシステムイメージバックアップを実行することをお勧めします。
このバックアップには、JEE上のAEM Formsのデータベース、GDSディレクトリおよびアプリケーションサー
バーを含める必要があります。これは、ハードドライブまたはコンピューター全体の機能が停止した場合に、
コンピューターの内容を復元するのに使用できる完全なシステムバックアップです。管理ヘルプの「JEE上のAEM
Formsバックアップと回復」トピックを参照してください。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_admin_63_jp
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6.2. デプロイメント後の追加設定

6.2.1. MySQLデータベースの管理

自動のインストールおよび設定では、MySQLのトランザクション対応のストレージエンジン（InnoDB）がサポー
トされています。これはつまり、すべての JEE上のAEM Formsが同じストレージエンジンで動作し、一貫したバー
ジョンサポートを行う必要があるということです（「MySQL InnoDB Storage Engine http://dev.mysql.com/doc/
refman/5.0/en/innodb-storage-engine.html」を参照してください）。

6.2.2. JEE上のAEM FormsのLDAPアクセスの設定

LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）を事前に設定していない場合は、次の手順をガイドラインとして、
LDAPを使用した認証をサポートするようにUser Managementを設定することができます。

注：以前のバージョンにLDAPを選択している場合、この手順はスキップします。LDAPの設定はアップグレー
ドプロセス中に移行されます。

1) Webブラウザーを開き、http://localhost:8080/adminuiに移動して、ログインします（JEE上のAEM Forms
アプリケーションへのアクセスを参照してください。）

2) 設定／User Management／ドメインの管理をクリックし、「新規エンタープライズドメイン」をクリック
します。

3) 「ID」ボックスに、ドメインの一意の IDを入力します。

4) 「名前」ボックスに、ドメインの識別名を入力します。

5) 「認証を追加」をクリックし、「認証プロバイダー」リストで「LDAP」を選択します。

6) 「OK」をクリックし、表示されるページで「ディレクトリを追加」をクリックします。

7) 「プロファイル名」ボックスに名前を入力し、「次へ」をクリックします。

8) 必要に応じて、「サーバー」、「ポート」、「SSL」および「バインド」ボックスの値を指定します。

9) 「ページに次の情報を入力」で、ディレクトリ設定オプション（「Sun ONEのデフォルト値」など）を選択
して、「次へ」をクリックします。

10) 必要に応じて「ユーザーの設定」を設定して、「次へ」をクリックします。

11) 必要に応じて「グループの設定」を設定して、「テスト」または「完了」をクリックします。

12) （オプション）設定をテストします。

• 「テスト」をクリックします。

• 「テストディレクトリ」ウィンドウの「検索」ボックスにオブジェクト名を入力し、「条件」ボックス
でオブジェクトタイプ（「ログイン ID」など）を選択します。

• 「テスト」をクリックします。成功すると、オブジェクトの詳細が表示されます。その後「戻る」を
クリックできます。

13) 「完了」をクリックして、ディレクトリを追加ページを閉じ、もう一度「OK」をクリックします。

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.0/en/innodb-storage-engine.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.0/en/innodb-storage-engine.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.0/en/innodb-storage-engine.html
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6.2.3. HTMLデジタル署名機能の設定

FormsのHTML電子署名機能を使用するには、次の手順を実行します。

1) [aem-forms root]deploy/adobe-forms-ds.earファイルをアプリケーションサーバーに手動でデプロイします。

2) 管理コンソールにログインし、サービス／Formsをクリックします。

3) 「HTML電子署名が有効です」を選択し、「保存」をクリックします。

6.2.4. PDF Generatorの設定

PDF GeneratorをAEM Formsソリューションの一部としてインストールしている場合は、次のタスクを実行します。

• 環境変数の設定

• HTTPプロキシサーバーを使用するようにアプリケーションサーバーを設定

• Adobe PDFプリンターをデフォルトのプリンターとして設定

• Acrobatの設定

• PDF Generator監視フォルダーのパフォーマンスパラメーター

• マルチスレッドファイル変換のユーザーアカウント

• PDF Generatorへのフォントの追加

• HTMLからPDFへの変換の設定

• PDF Generatorネットワークプリンタークライアントのインストール

環境変数の設定

PDF Generatorをインストールして、ファイルをPDFに変換するよう設定している場合は、一部のファイル形式
に関して、対応するアプリケーションを起動する際に使用する実行可能ファイルの絶対パスを含む環境変数を手
動で設定する必要があります。次の表に、PDF Generatorで環境変数を設定する必要のあるネイティブアプリケー
ションを示します。

注：OpenOffice_PATH環境変数は、実行可能ファイルのパスではなくインストールフォルダーを設定します。

Word、PowerPoint、Excel、ProjectなどのMicrosoft OfficeアプリケーションまたはAutoCADのパスを設定す
る必要はありません。これらのアプリケーションがサーバーにインストールされている場合は、Generate PDF
サービスが自動的にこれらのアプリケーションを起動します。

アプリケーション 環境変数 例

Adobe Acrobat DC Acrobat_PATH C:\Program Files (x86)Adobe\Acrobat 2015\
Acrobat\Acrobat.exe

OpenOffice.org OpenOffice_PATH C:¥Program Files¥OpenOffice.org 3.3

WordPerfect WordPerfect_PATH C:¥Program Files¥WordPerfect Office 12¥
Programs¥wpwin12.exe
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HTTPプロキシサーバーを使用するようにアプリケーションサーバーを設定

JEE上のAEM Formsが実行されているコンピューターが、プロキシ設定を使用して外部Webサイトにアクセス
している場合、アプリケーションサーバーは、次の値を Java仮想マシン（JVM™）引数として設定して起動する
必要があります。

-Dhttp.proxyHost=[server host] 
-Dhttp.proxyPort=[server port] 

次の手順に従って、HTTPプロキシホストを設定したアプリケーションサーバーを起動します。

JBossへの設定の追加

1) JBoss Application Serverが停止していることを確認します。

2) コマンドラインから、[JBoss root]/bin/ ディレクトリにある standalone.conf.batまたは standalone.conf ス
クリプトを編集します。

3) 次のテキストをスクリプトファイルに追加します。

Set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% 
-Dhttp.proxyHost=[server host] 
-Dhttp.proxyPort=[server port]  

4) ファイルを保存して閉じます。

Adobe PDFプリンターをデフォルトのプリンターとして設定

Adobe PDFプリンターを、サーバーのデフォルトプリンターに設定します。Adobe PDFプリンターがデフォル
トとして設定されていない場合、PDF Generatorではファイルを変換できません。

1) スタート／プリンターとFAXを選択します。

2) プリンターとFAXウィンドウで、「Adobe PDF」を右クリックし、「通常使うプリンターに設定」を選択します。

Acrobatの設定

1) Acrobatの以前のバージョン（10.0以前）がインストールされている場合、Windowsコントロールパネル
の「プログラムの追加と削除」を使用してAcrobatをアンインストールします。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• メディアを使用する場合は、Acrobat ProのCDを挿入します。

• ESDダウンロードを使用している場合は、ESDの場所からAcrobatをダウンロードします。

3) AutoPlay.exeファイルを実行してAcrobat DC Proをインストールします。

4) JEE上のAEM Formsのインストールメディアのadditional\scriptsフォルダーに移動します。

5) 次のバッチファイルを実行します。

Acrobat_for_PDFG_Configuration.bat [aem-forms root]/pdfg_config
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6) Acrobatを開き、ヘルプ／アップデートの有無をチェック／環境設定を選択します。

7) 「自動的に新しいアップデートを確認する」を選択解除します。

Acrobatのインストールの検証

1) システム上のPDFファイルに移動し、そのファイルをダブルクリックしてAcrobatで開きます。PDFファ
イルが正常に開いた場合は、Acrobatが正しくインストールされています。

2) PDFファイルを正しく開くことができない場合は、Acrobatをアンインストールしてから再インストールし
ます。

注：Acrobatのインストール完了後に表示されるAcrobatのすべてのダイアログボックスを閉じてから、Acrobat
の自動アップデートを無効化してください。

環境変数Acrobat_PATHを、Acrobat.exeを指すように設定してください（例えば、C:¥Program Files¥Adobe¥
Acrobat 11.0¥Acrobat¥Acrobat.exe）。

ネイティブアプリケーションサポートの設定

1) 前の手順で説明したように、Acrobatをインストールして検証します。

2) Adobe PDFプリンターをデフォルトのプリンターとして設定します。

ファイル制限機能の設定の変更

Microsoft Officeのセキュリティセンター設定を変更して、PDFGが古いバージョンのMicrosoft Officeドキュメ
ントを変更できるようにします。

1) 任意のOffice 2010アプリケーションで、「ファイル」タブをクリックします。「ヘルプ」の下の「オプション」
をクリックします。オプションダイアログボックスが表示されます。

2) 「セキュリティセンター」をクリックし、「セキュリティセンターの設定」をクリックします。

3) セキュリティセンターダイアログで、「ファイル制限機能の設定」をクリックします。

4) 「ファイルの種類」リストで、PDFGに変換させるファイルの種類に対して、「開く」チェックボックスをオ
フにします。

ネットワークプリンタークライアントのインストール

PDF Generatorには、PDF Generatorインターネットプリンターのインストールに使用するネットワークプリン
タークライアントインストーラーが含まれます。インストールが完了すると、クライアントコンピューターの既
存のプリンターのリストにPDF Generatorプリンターが追加されます。その後、このプリンターを使用してドキュ
メントを送信し、PDFに変換することができます。Network Printer Clientのインストールについて詳しくは、使
用しているアプリケーションサーバー版の『JEE上のAEM Formsのインストールおよびデプロイ』ドキュメント
を参照してください。

Windows Serverでの東アジア文字のインストール

PDF Generatorを使用してHTMLファイルをPDFに変換すると、日本語、韓国語、中国語などの一部の東アジ
ア言語は、アラビア語、アルメニア語、グルジア語、ヘブライ語、インド系言語、タイ語、ベトナム語などの右
から左方向に書く言語同様、PDFファイルに表示されない可能性があります。
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これらの言語をWindows Serverで正常に表示するには、クライアントおよびサーバーに適切なフォントが必要です。

1) スタート／コントロールパネル／地域と言語のオプションを選択します。

2) 「言語」タブをクリックし、「東アジア言語のファイルをインストールする」を選択します。

3) 「詳細設定」タブをクリックし、「コードページ変換テーブル」のすべてのオプションを選択します。

変換されたPDFファイルで依然としてフォントが正しく表示されない場合は、C:¥WINDOWS¥Fontsディレク
トリにArial Unicode MS（True Type）フォント（ARIALUNI.TTF）があることを確認します。

PDF Generator監視フォルダーのパフォーマンスパラメーター

監視フォルダーを使用したPDFの変換を実行するための十分なディスク容量がないことを示すjava.io.
IOExceptionエラーメッセージが発生しないように、管理コンソールでPDF Generatorの設定を変更できます。

1) 管理コンソールにログインして、サービス／アプリケーションおよびサービス／サービスの管理をクリック
し、サービスのリストで「PDFGConfigService」をクリックします。

2) 「PDFGConfigServiceを設定」ページで、次の値を設定します。

PDFG Cleanup Scan Seconds：1800

Job Expiration Seconds：6000

Server Conversion Timeout：450

マルチスレッドファイル変換のユーザーアカウント

PDF Generatorでは、一度に1つのOpenOffice、Microsoft WordまたはPowerPointドキュメントのみをデフォ
ルトで変換できます。マルチスレッド変換を有効にすると、OpenOfficeまたはPDFMakerの複数のインスタン
スを起動してPDF Generatorで同時に複数のドキュメントを変換できます（PDFMakerは、Word文書と
PowerPointドキュメントの変換に使用されます）。

注：マルチスレッドファイル変換は、Microsoft Word 2007、2013、2016およびMicrosoft PowerPoint 2007、
2013、2016のみでサポートされています。Microsoft Excel 2003、2007、2013、2016バージョンではサポート
されていません。

マルチスレッドファイル変換を有効にする必要がある場合は、「PDF Generatorのマルチスレッドファイル変換お
よびマルチユーザーサポートの有効化」で説明されているタスクを最初に実行する必要があります。

1) Configuration Managerで、サービス／PDF Generator／ユーザーアカウントをクリックします。

2) 「追加」をクリックし、JEE上のAEM Formsサーバー上での管理者権限を持つユーザーのユーザー名とパ
スワードを入力します。OpenOfficeのユーザーを設定する場合は、最初に表示されるOpenOfficeのアク
ティベート用のダイアログを閉じます。

注：OpenOfficeのユーザーを設定する場合、OpenOfficeのインスタンス数を、この手順で指定したユー
ザーアカウント数よりも大きくすることはできません。

3) JEE上のAEM Formsサーバーを再起動します。
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PDF Generatorへのフォントの追加

JEE上のAEM Formsでは、フォントの中央リポジトリを提供しています。これは、すべての JEE上のAEM Forms
モジュールにアクセスすることができます。サーバー上の JEE上のAEM Forms以外のアプリケーションで、追加
フォントを使用できるように設定します。これにより、PDF Generatorでは、そのアプリケーションを使用して
作成されたPDFドキュメントで追加フォントを使用できるようになります。

JEE上のAEM Forms以外のアプリケーション

サポートされているプラットフォームの組み合わせドキュメントのリストには、サーバー側でPDFを生成する際
にPDF Generatorで使用できる、JEE上のAEM Forms以外のアプリケーションが記載されています。

Windows専用アプリケーションへの新しいフォントの追加

上記のすべてのWindows専用アプリケーションでは、C:¥Windows¥Fonts（または同等の）フォルダーにあるす
べてのフォントにアクセスできます。これらのアプリケーションには、C:¥Windows¥Fontsに加えて、それぞれ
固有のフォントフォルダーが存在する場合があります。

このため、JEE上のAEM Formsフォントディレクトリにカスタムフォントを追加する場合、C:¥Windows¥Fonts
（または同等の）フォルダーにそのフォントをコピーして、Windows専用のアプリケーションでもこれらのフォ
ントを使用できるようにする必要があります。

カスタムフォントの使用に際しては、使用許諾契約に基づくライセンスを取得して、そのフォントにアクセスす
るアプリケーションでの使用が許可されている必要があります。

OpenOfficeスイートへの新しいフォントの追加

OpenOfficeスイートへのカスタムフォントの追加方法は、OpenOffice Fonts-FAQページ（http://wiki.services.
openoffice.org）で説明されています。

その他のアプリケーションへの新しいフォントの追加

他のアプリケーションにPDF作成のサポートを追加した場合、これらのアプリケーションのヘルプを参照して新
しいフォントを追加します。Windowsでは、通常はカスタムフォントをC:¥Windows¥Fonts（または同等の）
フォルダーに追加すれば十分です。

HTMLからPDFへの変換の設定

HTMLからPDFへの変換プロセスは、Acrobat DCの設定を使用するように設計されています。この設定は、PDF
Generatorの設定よりも優先されます。

注：この設定は、HTMLからPDFへの変換プロセスを有効にするために必要です。設定が行われていない場合、
この変換タイプは失敗します。

1) Acrobatのインストールおよび検証は、Acrobatの設定で説明されています。

2) [aem-forms root]\plugins\x86_win32ディレクトリにあるpdfgen.apiファイルを探し、[Acrobat root]\
Acrobat\plug_insディレクトリにコピーします。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_63_jp
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HTMLからPDFへの変換におけるUnicodeフォントのサポートの有効化

重要：入力用 zipファイルにファイル名が2バイト文字のHTMLファイルが含まれている場合、HTMLからPDF
への変換は失敗します。この問題を回避するには、HTMLファイルに名前を付けるときに2バイト文字を使用し
ないようにします。

1) Unicodeフォントを、使用しているシステムに応じて、次のいずれかのディレクトリにコピーします。

• [Windows root]¥Windows¥fonts

• [Windows root]¥WINNT¥fonts

2) [aem-forms root]/adobe-generatepdf-dsc.jarファイルにあるcffont.propertiesファイルで、フォント名マッ
ピングを変更します。

• このアーカイブを展開し、cffont.propertiesファイルを探して、エディターで開きます。

• Javaフォント名のコンマ区切りリストで、フォントタイプごとに、Unicodeシステムフォントにマッ
プを追加します。以下の例では、kochi minchoがUnicodeシステムフォントの名前です。

dialog=Arial, Helvetica, kochi mincho

dialog.bold=Arial Bold, Helvetica-Bold, kochi mincho ...

• プロパティファイルを保存して閉じ、adobe-generatepdf-dsc.jarファイルを再パッケージ化して再デ
プロイします。

注：日本語のオペレーティングシステムでは、cffont.properties.jaファイルでもフォントマッピングを指定
します。これは、標準の cffont.propertiesファイルよりも優先されます。

3) この場合は、courierフォントが使用可能であることを指定の場所で確認してください。

ヒント：リスト内のフォントは、左から右に検索され、最初に見つかったフォントが使用されます。HTML
からPDFの変換ログでは、システム内で見つかったすべてのフォント名のリストが返されます。マップが
必要なフォント名を特定するには、前述したいずれかのディレクトリにフォントを追加し、サーバーを再起
動して変換を実行します。マッピングに使用するフォント名は、ログファイルから特定できます。

生成されたPDFファイルにフォントを埋め込むには、cffont.propertiesファイル内のembedFontsプロパ
ティをtrueに設定します（デフォルトはfalse）。

4) RedHat Enterprise Linux 6.xで courierフォントは使用できません。font-ibm-type1-1.0.3.zipアーカイブ
をダウンロードしてください。/usr/share/fontsでアーカイブを抽出します。注意：ライセンスを読み、
同意してください。

注：ライセンスを読み、同意してください。

5) /usr/share/X11/fontsから /usr/share/fontsへのシンボリックリンクを作成します。

6) Html2PdfSvc/binと /usr/share/fontsのディレクトリから、.lstフォントのキャッシュをすべて削除します。
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PDF Generatorネットワークプリンタークライアントのインストール

PDF Generatorには、クライアントコンピューターにPDF Generatorネットワークプリンターをインストールす
るための実行ファイルが含まれています。インストールが完了すると、PDF Generatorプリンターがクライアン
トコンピューターの既存のプリンターのリストに追加されます。その後、このプリンターを使用してドキュメン
トを送信し、PDFに変換することができます。

注：管理コンソールのネットワークプリンタークライアントのインストールウィザードでは、Windowsオペレー
ティングシステムのみがサポートされています。ネットワークプリンタークライアントのインストールウィザー
ドの起動には、32ビット JVMを使用してください。64ビット JVMを使用した場合は、エラーが発生します。

WindowsでPDFGネットワークプリンターのインストールが失敗する場合は、Windowsでネイティブのプリン
ターの追加ウィザードを使用してPDF Generatorネットワークプリンターを設定するの説明に従って設定してく
ださい。

PDF Generatorネットワークプリンタークライアントのインストール

注：Windows Server 2012でPDF Generatorネットワークプリンタークライアントをインストールする前に、
Windows Server 2012にインターネット印刷クライアント機能がインストールされていることを確認してくださ
い。機能のインストールについては、Wndows Server 2012のヘルプを参照してください。

1) PDF Generatorをサーバーに正常にインストールしたことを確認します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• Windows クライアントコンピューターから、Web ブラウザーに次の URL を入力します。[host] は
PDF Generatorをインストールしたサーバーの名前、[port]は使用しているアプリケーションサー
バーポートです。

http://[host]:[port]/pdfg-ipp/install

• 管理コンソールで、ホーム／サービス／PDF Generatorの評価／PDFGネットワークプリンターを
クリックします。「PDFGネットワークプリンターのインストール」セクションで、「ここをクリック
してください」をクリックして、PDFGネットワークプリンターのインストールを起動します。

3) インターネットポートの構成画面で、「指定されたユーザーアカウントを使う」を選択して、PDFG管理者
またはユーザーのロールを持つ JEE上のAEM Formsユーザーの資格情報を指定します。このユーザーには
電子メールアドレスも必要です。このアドレスは、変換済みのファイルを受信する際に使用できます。この
セキュリティ設定をクライアントコンピューター上のすべてのユーザーに適用するには、「すべてのユー
ザーに同じセキュリティ設定を使う」を選択して、「OK」をクリックします。

注：ユーザーのパスワードが変更された場合、ユーザーは使用しているコンピューターにPDFGネットワー
クプリンターを再インストールする必要があります。パスワードを管理コンソールから更新することはでき
ません。

インストールが終了すると、PDF Generatorが正常にインストールされたことを示すダイアログボックス
が表示されます。

4) 「OK」をクリックします。使用可能なプリンターのリストにPDF Generatorという名前のプリンターが追
加されます。
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Windowsでネイティブのプリンターの追加ウィザードを使用してPDF Generatorネットワークプリンターを設
定する

1) スタート／プリンターとFAXをクリックし、「プリンターの追加」をダブルクリックします。

2) 「次へ」をクリックし、「ネットワークプリンター、または他のコンピューターに接続されているプリンター」
を選択して、「次へ」をクリックします。

3) 「インターネット上または自宅 / 会社のネットワーク上のプリンターに接続する」を選択し、次のPDFGプ
リンターのURLを入力します。[host]はサーバー名、[port]はサーバーを実行しているポート番号です。

http://[host]:[port]/pdfg-ipp/printer

4) インターネットポートの構成画面で、「指定されたユーザーアカウントを使う」を選択し、有効なUser Mana-
gement資格情報を指定します。

5) プリンタードライバーの選択ボックスで、任意の標準的な PostScriptベースのプリンタードライバー（HP
Color LaserJet PSなど）を選択します。

6) 適切なオプション（このプリンターをデフォルトに設定するなど）を選択してインストールを完了します。

注：プリンターの追加の際に使用するユーザーの資格情報では、応答を受信するために、有効な電子メール IDを
User Managementで設定する必要があります。

1) 電子メールサービスの sendmail サービスを設定します。サービスの設定オプションで有効な SMTP サー
バーと認証情報を指定します。

プロキシサーバーのポート転送を使用したPDF Generator Network Printer Clientのインストールと設定

1) CCプロキシサーバーで特定のポートについて JEE上のAEM Formsサーバーへのポート転送を設定し、プロ
キシサーバーレベルで認証を無効にします（JEE上のAEM Formsで独自の認証を使用するため）。転送を
設定したポートでクライアントがこのプロキシサーバーに接続すると、すべての要求が JEE上のAEM
Formsサーバーに転送されます。

2) 次のURLを使用して、PDFGネットワークプリンターをインストールします。
http://[proxy server]:[forwarded port]/pdfg-ipp/install.

3) PDFGネットワークプリンターの認証に必要な資格情報を指定します。

4) PDFGネットワークプリンターがクライアントマシンにインストールされます。これにより、ファイアウォー
ルで保護されている JEE上のAEM Formsサーバーを使用したPDF変換が可能になります。

保護フィールドを含むMicrosoft Word文書に対するPDF変換の有効化

PDF Generatorは保護フィールドを含むMicrosoft Word文書をサポートします。保護フィールドを含む
Microsoft Word文書に対してPDF変換を有効にするには、次のようにファイルタイプ設定を変更します。

1) 管理コンソールで、Services／PDF Generator／File Type Settingsに行き、ファイルタイプ設定プロファ
イルを開きます。

2) Microsoft Wordオプションを展開し、「Adobe PDFでドキュメントマークアップを保持（Microsoft Office
2003以降）」オプションを選択します。

3) 「名前を付けて保存」をクリックし、ファイルタイプ設定の名前を指定し、「OK」をクリックします。
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6.2.5. Connector for EMC Documentumの設定

注：JEE上のAEM Formsは、EMC Documentum 6.7 SP1および7.0のみをサポートします。ECMが適切にアッ
プグレードされていることを確認してください。

Connector for EMC Documentumを JEE上のAEM Formsソリューションの一部としてインストールした場合
は、次の手順を実行して、Documentumリポジトリに接続するように、このサービスを設定します。

Connector for EMC Documentumの設定

1) [JBoss root]/binフォルダーにあるadobe-component-ext.propertiesファイルを開きます（ファイルが存在
しない場合は、ファイルを作成します）。

2) 次のDocumentum Foundation Classes JARファイルを指定する新しいシステムプロパティを追加します。

• dfc.jar

• aspectjrt.jar

• log4j.jar

• jaxb-api.jar

• configservice-impl.jar

• configservice-api.jar

• commons-codec-1.3.jar

• commons-lang-2.4.jar

新しいシステムプロパティは、次の形式にする必要があります。

[component id].ext=[JAR files and/or folders]

例えば、デフォルトのContent ServerとDocumentum Foundation Classesのインストールを使用して、
次のいずれかのシステムプロパティをファイルに追加します。その際、システムプロパティは新しい行に記
述し、行中に改行を入れず、末尾で改行してください。

• Connector for EMC Documentum 6.7 SP1および7.0のみ：

com.adobe.livecycle.ConnectorforEMCDocumentum.ext= 
C:/Program Files/Documentum/Shared/dfc.jar, 
C:/ProgramFiles/Documentum/Shared/aspectjrt.jar, 
C:/Program Files/Documentum/Shared/log4j.jar, 
C:/Program Files/Documentum/Shared/jaxb-api.jar, 
C:/Program Files/Documentum/Shared/configservice-impl.jar, 
C:/Program Files/Documentum/Shared/configservice-api.jar 
C:/Program Files/Documentum/Shared/commons-codec-1.3.jar 
C:/Program Files/Documentum/Shared/commons-lang-2.4.jar

注：上記のテキストには、改行が含まれています。このテキストをコピー＆ペーストする場合、改行
を削除してください。
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3) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://[host]:[port]/adminui

4) 次のデフォルトのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

ユーザー名：administrator

パスワード：password

5) サービス／Connector for EMC Documentum／環境設定に移動して、以下のタスクを実行します。

• 必要なDocumentumリポジトリ情報のすべてを入力します。

• Documentum をリポジトリプロバイダーとして使用するには、「リポジトリサービスプロバイダー」
で「EMC Documentumリポジトリプロバイダー」を選択し、「保存」をクリックします。詳しくは、
管理ヘルプのページの右上にあるヘルプリンクをクリックしてください。

6) （オプション）サービス／Connector for EMC Documentum／リポジトリ証明書の設定に移動して、「追加」
をクリックし、Docbase情報を指定して、「保存」をクリックします（詳しくは、右上隅の「ヘルプ」をク
リックしてください）。

7) アプリケーションサーバーが現在実行されていない場合は、サーバーを起動します。実行されている場合
は、サーバーを停止し、再起動します。

8) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://[host]:[port]/adminui

9) 次のデフォルトのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

ユーザー名：administrator

パスワード：password

10) サービス／アプリケーションおよびサービス／サービスの管理に移動して、以下のサービスを選択します。

• EMCDocumentumAuthProviderService

• EMCDocumentumContentRepositoryConnector

• EMCDocumentumRepositoryProvider

11) 「開始」をクリックします。サービスのいずれかが正常に起動されない場合は、前の手順で実行した設定を
確認します。

12) 次のいずれかのタスクを実行します。

• Documentum Authorizationサービス（EMCDocumentumAuthProviderService）を使用して、Work-
benchのResourcesビューでDocumentumリポジトリのコンテンツを表示するには、この手順を続
行します。Documentum Authorizationサービスを使用すると、デフォルトの JEE上のAEM Forms
認証が上書きされるので、Documentumの資格情報を使用してWorkbenchにログインするように設
定する必要があります。

• JEE上のAEM Formsリポジトリを使用するには、JEE上のAEM Formsの上級管理者の資格情報
（デフォルトはadministratorとpassword）を使用してWorkbenchにログインします。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_admin_63_jp
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これで、この手順に必要なステップを完了しました。この場合、手順19で指定した資格情報を使用してデ
フォルトリポジトリにアクセスし、デフォルトの JEE上のAEM Forms認証サービスを使用します。

13) 次のタスクを実行して、リモートおよびEJBのエンドポイントを有効にします。

• 管理コンソールにログインして、ホーム／サービス／アプリケーションおよびサービス／サービスの
管理を選択します。

• 「Connector for EMC Documentum」カテゴリをフィルタリングして、「EMC DocumentumContent
RepositoryConnector:1.0」をクリックします。

• 無効になっているエンドポイントを選択して有効にします。

14) アプリケーションサーバーを再起動します。

15) 管理コンソールにログインし、設定／User Management／ドメインの管理をクリックします。

16) 「新規エンタープライズドメイン」をクリックして、ドメイン IDと名前を入力します。ドメイン IDは、ドメ
インの一意の識別子です。名前は、ドメインの識別名です。

 注：IDには1バイト（ASCII）文字のみを使用してください（管理ヘルプの「エンタープライズドメイン
の追加」を参照してください）。

17) カスタム認証プロバイダーを追加します。

• 「認証を追加」をクリックします。

• 認証プロバイダーリストで「カスタム」を選択します。

• 「EMCDocumentumAuthProvider」を選択し、「OK」をクリックします。

18) LDAP認証プロバイダーを追加します。

• 「認証を追加」をクリックします。

• 認証プロバイダーリストで「LDAP」を選択し、「OK」をクリックします。

19) LDAPディレクトリを追加します。

• 「ディレクトリを追加」をクリックします。

• 「プロファイル名」ボックスに一意の名前を入力し、「次へ」をクリックします。

• 「サーバー」、「ポート」、「SSL」、「バインド」および「ページに次の情報を入力」オプションの値を指
定します。「バインド」オプションで「ユーザー」を選択する場合は、「名前」と「パスワード」フィー
ルドにも値を指定する必要があります。

• （オプション）必要に応じてベースドメイン名を取得するには、「BaseDNを取得」を選択します。

• 「次へ」をクリックし、ユーザー設定を指定して「次へ」をクリックし、必要に応じてグループ設定
を指定して「次へ」をクリックします。

設定について詳しくは、ページの右上隅にある「User Managementヘルプ」をクリックしてください。

20) 「OK」をクリックして「ディレクトリを追加」ページを閉じ、もう一度「OK」をクリックします。
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21) 新しいエンタープライズドメインを選択し、「今すぐ同期」をクリックします。LDAPネットワークのユー
ザーとグループ数および接続の速度によって、同期処理には数分かかる場合があります。

（オプション）同期のステータスを確認するには、「更新」をクリックし、「現在の同期の状態」列にステー
タスを表示します。

22) 設定／User Management／ユーザーとグループをクリックします。

23) LDAPから同期されたユーザーを検索し、以下のタスクを実行します。

• 1つ以上のユーザーを選択し、「ロールをアサイン」をクリックします。

• JEE上のAEM Formsのロールを1つ以上選択し、「OK」をクリックします。

• 「OK」をもう一度クリックして、ロールアサインを確認します。

ロールをアサインするすべてのユーザーについて、この手順を繰り返します。詳しくは、ページの右
上隅にある「User Managementヘルプ」をクリックしてください。

24) Workbenchを起動し、Documentumリポジトリ用の次の資格情報を使用してログインします。

Username：[username]@[repository_name]

Password：[password]

ログイン後は、Documentum リポジトリは、Workbench 内の Resources ビューに表示されます。
username@repository_nameを使用してログインしない場合、Workbenchでは、デフォルトリポジトリへ
のログインが試行されます。

25) （オプション）Connector for EMC Documentumの JEE上のAEM Formsサンプルをインストールするに
は、Samplesという名前のDocumentumリポジトリを作成して、その中にインストールします。

Connector for EMC Documentumサービスの設定後の、DocumentumリポジトリでのWorkbenchの設定につ
いては、管理ヘルプを参照してください。

6.2.6. Connector for IBM Content Managerの設定

注：AEM Formsは、IBM Content Managerをサポートしています。「サポートされているプラットフォームの
組み合わせ」ドキュメントを確認して、ECMがサポートされているバージョンにアップグレードされていること
を確認してください。

Connector for IBM Content Managerサービスを JEE上のAEM Formsソリューションの一部としてインストー
ルした場合は、次の手順を実行して、IBM Content Managerデータストアに接続するようサービスを設定します。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_63_jp
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_supportedplatforms_63_jp
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Connector for IBM Content Managerの設定

1) [JBoss root]/binフォルダーにあるadobe-component-ext.propertiesファイルを探します。ファイルが存在
しない場合は作成します。

2) 次の IBM II4C JARファイルの場所を指定する、新しいシステムプロパティを追加します。

• cmb81.jar

• cmbcm81.jar

• cmbicm81.jar

• cmblog4j81.jar

• cmbsdk81.jar

• cmbutil81.jar

• cmbutilicm81.jar

• cmbview81.jar

• cmbwas81.jar

• cmbwcm81.jar

• cmgmt

注：cmgmtは JARファイルではありません。Windowsでは、このフォルダーはデフォルトでC:¥Program
Files¥IBM¥db2cmv8¥にあります。

• common.jar

• db2jcc.jar

• db2jcc_license_cisuz.jar

• db2jcc_license_cu.jar

• ecore.jar

• ibmjgssprovider.jar

• ibmjsseprovider2.jar

• ibmpkcs.jar

• icmrm81.jar

• jcache.jar

• log4j-1.2.8.jar

• xerces.jar

• xml.jar

• xsd.jar
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新しいシステムプロパティは次のようになります。

[component id].ext=[JAR files and/or folders]

例えば、デフォルトのDB2 Universal Database Clientおよび II4Cインストールを使用する場合、次のシス
テムプロパティをファイルに追加します。その際、システムプロパティは新しい行に記述し、行中に改行を
入れず、末尾で改行してください。

 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/cmgmt, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/java/jre/lib/ibmjsseprovider2.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/java/jre/lib/ibmjgssprovider.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/java/jre/lib/ibmpkcs.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/java/jre/lib/xml.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmbview81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmb81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmbcm81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/xsd.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/common.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/ecore.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmbicm81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmbwcm81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/jcache.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmbutil81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmbutilicm81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/icmrm81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/db2jcc.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/db2jcc_license_cu.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/db2jcc_license_cisuz.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/xerces.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmblog4j81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/log4j-1.2.8.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmbsdk81.jar, 
 C:/Program Files/IBM/db2cmv8/lib/cmbwas81.jar

3) アプリケーションサーバーが現在実行されていない場合は、サーバーを起動します。実行されている場合
は、サーバーを停止し、再起動します。

これで、IBMCMConnectorServiceプロパティシートから IBM Content Managerデータストアに、「Use User
credentials」をログインモードとして使用して接続できます。

これで、この手順に必要なステップを完了しました。

（オプション）IBMCMConnectorServiceプロパティシートから IBM Content Managerデータストアに、「Use
Credentials From Process Context」をログインモードとして使用して接続するには、次の手順を実行します。
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「Use Credentials from process context」ログインモードを使用した接続

1) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http:/[host]/:[port]/adminui

2) 上級管理者の資格情報を使用してログインします。インストール中に設定されたデフォルト値は、次のとお
りです。

ユーザー名：administrator

パスワード：password

3) サービス／Connector for IBM Content Manager／環境設定をクリックします。

4) 必要なリポジトリ情報を指定し、「保存」をクリックします。IBM Content Managerリポジトリ情報につい
て詳しくは、ページの右上隅にある「ヘルプ」リンクをクリックします。

5) 次のいずれかのタスクを実行します。

• IBM Content Manager Authorizationサービス（IBMCMProviderService）を使用して IBM Content
ManagerデータストアのコンテンツをWorkbenchのProcessesビューで使用するには、この手順を
続行します。IBM Content Manager Authorizationサービスを使用すると、デフォルトの JEE上の
AEM Forms認証が上書きされるので、IBM Content Managerの資格情報を使用してWorkbench に
ログインするように設定する必要があります。

• WorkbenchのProcessesビューで IBM Content Managerデータストアのコンテンツを使用するために
手順4で指定したシステム資格情報を使用するには、JEE上のAEM Formsの上級管理者の資格情報
（デフォルトはadministratorとpassword）を使用して、Workbenchにログインします。これで、この
手順に必要なステップを完了しました。この場合、手順4で指定したシステム資格情報は、デフォル
トリポジトリにアクセスするためのデフォルトの JEE上のAEM Forms認証サービスを使用します。

6) 管理コンソールにログインし、設定／User Management／ドメインの管理をクリックします。

7) 「新規エンタープライズドメイン」をクリックして、ドメイン IDと名前を入力します。ドメイン IDは、ドメ
インの一意の識別子です。名前は、ドメインの識別名です。

注：IDには1バイト（ASCII）文字のみを使用してください（管理ヘルプの「エンタープライズドメインの
追加」を参照）。 

8) カスタム認証プロバイダーを追加します。

• 「認証を追加」をクリックします。

• 認証プロバイダーリストで「カスタム」を選択し、「IBMCMAuthProviderService」を選択して、
「OK」をクリックします。

9) LDAP認証プロバイダーを追加します。

• 「認証を追加」をクリックします。

• 認証プロバイダーリストで「LDAP」を選択し、「OK」をクリックします。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_admin_63_jp
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10) LDAPディレクトリを追加します。

• 「ディレクトリを追加」をクリックします。

• 「プロファイル名」ボックスに一意の名前を入力し、「次へ」をクリックします。

• 「サーバー」、「ポート」、「SSL」、「バインド」および「ページに次の情報を入力」オプションの値を指
定します。「バインド」オプションで「ユーザー」を選択する場合は、「名前」と「パスワード」フィー
ルドにも値を指定する必要があります。（オプション）必要に応じてベースドメイン名を取得するに
は、「BaseDNを取得」を選択します。完了したら、「次へ」をクリックします。

• ユーザー設定を指定し、「次へ」をクリックし、必要に応じてグループ設定を指定して「次へ」をク
リックします。

上記の設定について詳しくは、ページの右上隅にある「ヘルプ」リンクをクリックしてください。

11) 「OK」をクリックして「ディレクトリを追加」ページを閉じ、もう一度「OK」をクリックします。

12) 新しいエンタープライズドメインを選択し、「今すぐ同期」をクリックします。LDAPネットワークのユー
ザーとグループ数および接続の速度によって、同期処理には数分かかる場合があります。

13) 同期のステータスを確認するには、「更新」をクリックし、「現在の同期の状態」列にステータスを表示します。

14) 設定／User Management／ユーザーとグループをクリックします。

15) LDAPから同期されたユーザーを検索し、以下のタスクを実行します。

• 1つ以上のユーザーを選択し、「ロールをアサイン」をクリックします。

• JEE上のAEM Formsのロールを1つ以上選択し、「OK」をクリックします。

• 「OK」をもう一度クリックして、ロールアサインを確認します。

ロールをアサインするすべてのユーザーについて、この手順を繰り返します。詳しくは、ページの右上隅に
ある「ヘルプ」リンクをクリックします。

16) Workbenchを起動し、IBM Content Managerデータストア用の次の資格情報を使用してログインします。

Username：[username]@[repository_name]

Password：[password]

これで、IBMCMConnectorServiceオーケストレーション可能コンポーネントのログインモードが「Use
Credentials from process context」と選択されている場合に、WorkbenchのProcessesビューで IBM
Content Managerデータストアを使用できます。
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6.2.7. Microsoft SharePoint用 JEE上のAEM FormsのKerberos認証サポートの設定

1) [aem-forms root]/jboss/standalone/configurationに移動します。

2) lc_turnkey.xmlファイルを開いて編集します。

3) 次のテキストをlc_turnkey.xmlファイルに追加します。

<security-domain name="LC_SP_CONNECTOR"> 
<authentication> 
<login-module code="com.sun.security.auth.module.Krb5LoginModule" flag="required"> 
</login-module> 
</authentication> 
</security-domain>

4) [aem-forms root]/jboss/binに移動します。

5) krb5.confという名前のファイルを作成します

6) ご使用の環境設定に従って次のテキストを変更します。変更したテキストをkrb5.confファイルに追加します。

[libdefaults] 
default_realm = SP.COM 
default_checksum = rsa-md5 
[realms] 
SP.COM = { 
kdc = hostname.sp.com 
} 
[domain_realm] 
.sp.com = SP.COM

注意：次のことを確認します。

• SP.COMが大文字のドメイン名に置き換えられている。

• hostname.sp.com がドメインコントローラーの完全修飾ドメイン名に置き換えられており、ドメイ
ン名が小文字である。

• .sp.comが、最初にピリオド（.）の付いた小文字のドメイン名に置き換えられている。

7) ファイルaddSpnego.marを[aem-forms root]/configurationManager/bin/Kerberos/modules/
から[aem-forms root]/jboss /bin/modules/ディレクトリへコピーします。

注：modulesという名前のディレクトリが存在しない場合は、作成します。

8) JBossサーバーを再起動して設定を完了します。
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6.2.8. Connector for IBM FileNetの設定

注：AEM FormsはFileNet 5.2 Content Engineをサポートしています。FileNet 5.2 Process Engineはサポート
していません。

AEM Formsは、IBM FileNetのバージョン5.0および5.2のみをサポートしています。ECMが適切にアップグ
レードされていることを確認してください。

Connector for IBM FileNetをAEM Formsの一部としてインストールした場合は、FileNetオブジェクトストア
に接続するように、このサービスを設定する必要があります。

1) 次のFileNet Application Engine JARファイルの場所を指定する、新しいシステムプロパティを追加します。

注：pe.jarファイルは、デプロイメントで IBMFileNetProcessEngineConnectorサービスを使用する場合に
のみ追加します。新しいシステムプロパティには、次の構造を反映させる必要があります。

[component id].ext=[JAR files and/or folders]

注：プロパティファイルの既存のコンテンツを上書きしないでください。コンテンツに新しいシステムプロ
パティを追加します。

例えば、デフォルトのFileNet Application EngineインストールをWindowsオペレーティングシステムで
使用する場合、次のシステムプロパティをファイルに追加します。その際、システムプロパティは新しい行
に記述し、行中に改行を入れず、末尾で改行してください。

注：次のテキストには、レイアウトのために1行が分割されている部分があります。このテキストを、この
ドキュメント以外の場所にコピーする場合は、新しい場所に貼り付けるときに改行を削除してください。

com.adobe.livecycle.ConnectorforIBMFileNet.ext= 
C:/Program Files/FileNet/AE/CE_API/lib2/javaapi.jar, 
C:/Program Files/FileNet/AE/CE_API/lib2/log4j-1.2.13.jar

2) （FileNet Process Engine Connectorのみ）次の手順で、プロセスエンジンの接続プロパティを設定します。

• テキストエディターを使用してファイルを作成し、次のコンテンツを 1行で入力します。末尾で改行
してください。

（FileNet 5.0のみ）

RemoteServerUrl = cemp:http://[contentserver_IP]:[contentengine_port]/wsi/FNCEWS40DIME/

（FileNet 5.2のみ）

RemoteServerUrl = cemp:http://[contentserver_IP]:[contentengine_port]/wsi/FNCEWS40MTOM/

• このファイルをWcmApiConfig.propertiesという名前で別のフォルダーに保存して、そのフォルダー
の場所をadobe-component-ext.propertiesファイルに追加します。

例えば、このファイルを c:¥pe_config¥WcmApiConfig.propertiesとして保存して、パス c:¥pe_config
をadobe-component-ext.propertiesファイルに追加します。

注：ファイル名では大文字と小文字が区別されます。

3) アプリケーションサーバーが現在実行されていない場合は、サーバーを起動します。実行されている場合
は、サーバーを停止し、再起動します。
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4) Webブラウザーを開き、次のURLを入力します。

http://[host]:[port]/adminui

5) 次のデフォルトのユーザー名とパスワードを使用してログインします。

ユーザー名：administrator

パスワード：password

6) サービス／Connector for IBM FileNetをクリックします。

7) コンテンツエンジンの URL を入力します。例：cemp:http://ContentEngineHostNameorIP:port/
wsi/FNCEWS40MTOM?jaasConfigurationName=FileNetP8WSI

8) 必要なすべてのFileNetリポジトリ情報を入力し、「リポジトリサービスプロバイダー」の下で「IBM FileNet
リポジトリプロバイダー」を選択します。

オプションのプロセスエンジンサービスをデプロイメントで使用する場合、「プロセスエンジン設定」領域
で「プロセスエンジンコネクタサービスを使用」を選択し、プロセスエンジンの各設定を指定します。詳し
くは、ページの右上隅にある「ヘルプ」リンクをクリックします。

注：この手順で指定する資格情報は、IBM FileNetリポジトリサービスを後で起動するときに検証されます。
資格情報が無効な場合はエラーが発生し、サービスは起動されません。

9) 「保存」をクリックし、サービス／アプリケーションおよびサービス／サービスの管理に移動します。

10) IBMFileNetProcessEngineConnector（設定されている場合）の横のチェックボックスを選択して、「開始」
をクリックします。

11) 次のいずれかのタスクを実行します。

• FileNet Authorizationサービス（IBMFileNetAuthProviderService）を使用してWorkbenchのResources
ビューでFileNetオブジェクトストアからコンテンツを表示するには、この手順を続行します。FileNet
Authorizationサービスを使用すると、デフォルトのAEM Forms認証が上書きされるので、FileNet
の資格情報を使用してWorkbenchにログインするように設定する必要があります。

• AEM Formsリポジトリを使用するには、AEM Formsの上級管理者の資格情報（デフォルトはadmi-
nistratorとpassword）を使用してWorkbenchにログインします。この場合、手順16で指定した資
格情報は、デフォルトリポジトリにアクセスするためにデフォルトのAEM Forms認証サービスを使
用します。

12) 次のタスクを実行して、リモートおよびEJBのエンドポイントを有効にします。

• 管理コンソールにログインして、ホーム／サービス／アプリケーションおよびサービス／サービスの
管理を選択します。

• Connector for IBM FileNetカテゴリをフィルタリングして、「IBMFileNetContentRepository
Connector:1.0」をクリックします。

• 無効になっているエンドポイントを選択して有効にします。

13) アプリケーションサーバーを再起動します。

14) 管理コンソールにログインし、設定／User Management／ドメインの管理をクリックします。



デプロイメント完了後の作業  6

 57

15) 「新規エンタープライズドメイン」をクリックして、ドメイン IDと名前を入力します。ドメイン IDは、ドメ
インの一意の識別子です。名前は、ドメインの識別名です。

16) カスタム認証プロバイダーを追加します。

• 「認証を追加」をクリックします。

• 「認証プロバイダー」リストで「カスタム」を選択します。

• 「IBMFileNetAuthProviderService」を選択し、「OK」をクリックします。

17) LDAP認証プロバイダーを追加します。

• 「認証を追加」をクリックします。

• 認証プロバイダーリストで「LDAP」を選択し、「OK」をクリックします。

18) LDAPディレクトリを追加します。

• 「ディレクトリを追加」をクリックし、「プロファイル名」ボックスに一意の名前を入力して、「次へ」
をクリックします。

• 「サーバー」、「ポート」、「SSL」、「バインド」および「ページに次の情報を入力」オプションの値を指
定します。「バインド」オプションで「ユーザー」を選択する場合は、「名前」と「パスワード」フィー
ルドにも値を指定する必要があります。

• （オプション）必要に応じてベースドメイン名を取得するには、「BaseDNを取得」を選択します。完了
したら、「次へ」をクリックします。

• ユーザー設定を指定し、「次へ」をクリックし、必要に応じてグループ設定を指定して「次へ」をク
リックします。

設定について詳しくは、ページの右上隅にある「ヘルプ」リンクをクリックしてください。

19) 「OK」をクリックして「ディレクトリを追加」ページを閉じ、もう一度「OK」をクリックします。

20) 新しいエンタープライズドメインを選択し、「今すぐ同期」をクリックします。LDAPネットワークのユー
ザーとグループ数および接続の速度によって、同期処理には数分かかる場合があります。

（オプション）同期のステータスを確認するには、「更新」をクリックし、「現在の同期の状態」列にステー
タスを表示します。

21) 設定／User Management／ユーザーとグループをクリックします。

22) LDAPから同期されたユーザーを検索し、以下のタスクを実行します。

• 1つ以上のユーザーを選択し、「ロールをアサイン」をクリックします。

• AEM Formsのロールを1つ以上選択し、「OK」をクリックします。

• 「OK」をもう一度クリックして、ロールアサインを確認します。

ロールをアサインするすべてのユーザーについて、この手順を繰り返します。詳しくは、ページの右上隅に
ある「ヘルプ」リンクをクリックします。
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23) Workbenchを起動して、IBM FileNetリポジトリ用の次の資格情報を使用してログインします。

ユーザー名：[username]@[repository_name]

Password：[password]
これで、FileNetオブジェクトストアがWorkbenchのResourcesビューに表示されます。
username@repository nameを使用してログインしない場合、Workbenchでは、手順16で指定したデフォ
ルトリポジトリへのログインが試行されます。

24) （オプション）Connector for IBM FileNetのAEM Formsサンプルをインストールする場合、Samplesとい
う名前のFileNetオブジェクトストアを作成してその中にインストールします。

Connector for IBM FileNetを設定したら、FileNetリポジトリを使用したWorkbenchの機能の設定について、
管理ヘルプを参照することをお勧めします。

6.2.9. 以前のAdobe Experience Manager Formsバージョンのアンインストール（アップ
グレード後）

ご使用の環境を JEE上のAEM Formsにアップグレードし、正しく機能していることをすでに検証している場合
は、次の手順を実行して、以前のAdobe_Experience_Manager_Formsバージョンの製品ファイルを削除します。

1) スタート／コントロールパネル／プログラムの追加と削除を選択し、削除する Adobe_Experience_Manager_
Formsのバージョンを選択して「削除」をクリックします。

2) JBossおよびMySQLのコンポーネントを削除するために、JBossとMySQLを選択します。

3) 画面上の指示に従って操作し、「完了」をクリックします。

4) コンピューターを再起動します。

6.2.10. JEE上のAEM Formsのアンインストール

JEE上のAEM Formsアンインストーラを使用すると、自動インストールの場合に、JBoss、MySQL、または JEE
上のAEM Formsコンポーネントを選択的に削除することができます。MySQLを削除する前に、残す必要がある
データをバックアップします。

1) スタート／コントロールパネル／プログラムの追加と削除を選択し、「Adobe Experience Manager Forms」
をクリックして、「アンインストールと変更」をクリックします。

2) Adobe Experience Manager Formsのアンインストール画面で、「次へ」をクリックします。

3) 自動オプション製品を削除しますか画面で、「JBoss」と「MySQL」を選択して、AEM Formsコンポーネ
ントと一緒にこれらのコンポーネントを削除します。「次へ」をクリックします。

4) Enterprise Suiteサービスの停止で、「アンインストール」をクリックします。

5) 画面上の指示に従って操作し、「完了」をクリックします。

6) 指示に従い、コンピューターを再起動します。

注：AEM Formsのアンインストール後も JBossまたはMySQLを使用し続ける場合は、Microsoft Windowsのプ
ログラムの追加と削除ユーティリティを使用して、後でこれらのアプリケーションを削除できます。JDKがサー
バーにインストールされていない場合、JBossやMySQLの削除に失敗する可能性があります。
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7. 高度な設定作業

7.1. 連邦情報処理規格（FIPS）の有効化

AEM FormsにはFIPSモードがあり、RSA BSAFE Crypto-C 2.1暗号化モジュールを使用して、データ保護を連
邦情報処理規格（FIPS）140-2承認アルゴリズムに限定しています。

AEM Formsの設定中にConfiguration Managerを使用してこのオプションを有効化しなかった場合、または有
効化した設定を無効化する場合は、管理コンソールからこの設定を変更できます。

FIPSモードを変更した場合は、サーバーを再起動する必要があります。

FIPSモードはAcrobat 7.0より前のバージョンをサポートしていません。FIPSモードが有効で、パスワードによ
る暗号化およびパスワード削除のプロセスにAcrobat 5の設定が含まれる場合、このプロセスは失敗します。

通常、FIPSが有効化されていると、Assemblerサービスでは、どのドキュメントにもパスワードの暗号化が適用さ
れません。この処理が試行されると、FIPSModeExceptionが発生し、FIPSモードではパスワードを暗号化できな
いことが示されます。また、ベースドキュメントがパスワードで暗号化されている場合、PDFsFromBookmarksエ
レメントはFIPSモードではサポートされません。

1) 管理コンソールにログインします。

2) 設定／コアシステム設定／設定をクリックします。

3) 「FIPSを有効にする」を選択してFIPSモードを有効化するか、選択を解除してFIPSモードを無効化します。

4) 「OK」をクリックして、アプリケーションサーバーを再起動します。

注：AEM Formsソフトウェアでは、コードを検証してFIPSの互換性を確認しません。FIPS操作モードは、
FIPSで承認されたライブラリ（RSA）の暗号化サービスで、FIPSで承認されたアルゴリズムが使用される
ようにするために提供されています。

7.2. AES-256暗号化の有効化

PDFファイルにAES 256暗号化を使用するには、Java Cryptography Extension（JCE）Unlimited Strength
Jurisdiction Policyファイルを入手し、インストールします。それらのファイルで、[Adobe_JAVA_HOME]/jre/
lib/security/lib/securityフォルダーのlocal_policy.jarファイルとUS_export_policy.jarファイルを置き換えます。
例えば、Oracle JDK 1.8を使用している場合、ダウンロードファイルを [aem-forms root]/Java/jdk1.8.0_74/jre/
lib/securityフォルダーにコピーします。

「Java SE Downloads」からこれらのファイルをダウンロードすることができます。
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8. 付録 - コマンドラインインターフェイスを使用し
たインストール

8.1. 概要

JEE上のAEM Formsでは、インストールプログラムにコマンドラインインターフェース（CLI）を提供していま
す。CLIは、JEE上のAEM Formsの上級ユーザーが使用したり、インストールプログラムのグラフィカルユー
ザーインターフェイス（GUI）がサポートされていないサーバー環境で使用したりすることを前提としています。
CLIはコンソールモードで実行します。1つのインタラクティブセッションで、すべてのインストール操作を行う
ことができます。

CLIインストールオプションを使用してモジュールをインストールする前に、該当する準備ガイド（新規のシン
グルサーバーインストール、クラスターセットアップまたはアップグレード）に従って、JEE上のAEM Forms
の実行に必要な環境の準備が整っていることを確認します。JEE上のAEM Formsの完全なドキュメントは、
http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_documentation_63_jpから入手できます。

インストールプロセスを開始したら、画面の指示に従ってインストールオプションを選択します。各プロンプト
に応答しながらインストールを進めてください。

注：前の手順で選択した内容を変更する場合は、backと入力します。quitと入力すれば、いつでもインストー
ルをキャンセルできます。

8.2. JEE上のAEM Formsのインストール

1) コマンドプロンプトを開き、実行可能なインストーラーが含まれるインストールメディアまたはハードディ
スクのフォルダーに移動します。

• （Windows）server\Disk1\InstData\Windows_64\NoVM

• （Linux）server/Disk1/InstData/Linux/NoVM

• （Solaris）server/Disk1/InstData/Solaris/NoVM

2) コマンドプロンプトを開いて、次のコマンドを実行します。

• （Windows）install.exe -i console

• （Windows以外）/install.bin -i console

注：-i consoleオプションを指定せずにコマンドを入力すると、GUIベースのインストーラーが起
動します。

http://www.adobe.com/go/learn_aemforms_documentation_63_jp
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3) 次の表の説明に従って、プロンプトに応答します。

8.3. エラーログ

エラーが発生した場合は、次のインストールのログディレクトリで install.logを確認できます。

• （Windows）[aem-forms root]\log

プロンプト 説明

Choose Locale インストールで使用するロケールを値1～2を入力して選択します。デフォルト値を選択するに
は、Enterキーを押します。
English、または日本語を選択できます。デフォルトのロケールは日本語です。

Upgrade Installation インストールオプションを選択して、Enterキーを押します。Perform UpdateまたはSkip
Updateを選択できます。
インストーラーによってLiveCycleの以前のインストールが検出された場合、既存のインストー
ルのアップグレードを選択できます。アップグレードインストールでは、現在のインストールで
役立つように既存のインストールの情報が使用されます。

Choose Install Folder Destination画面で、Enterキーを押してデフォルトディレクトリを使用するか、新しいインス
トールディレクトリの場所を入力します。
ディレクトリ名にアクセント記号付きの文字を使用しないでください。アクセント記号付きの文
字を使用すると、CLIによってアクセントが無視され、アクセント記号付きの文字が変更されて
からディレクトリが作成されます。

JEE上のAEM Formsサー
バー使用許諾契約書

Enterキーを押して、使用許諾契約のページに目を通します。
契約に同意する場合は、Yを入力し、Enterキーを押します。

Pre-Installation Summary Enterキーを押すと、選択した内容でインストールが続行します。
前の手順に戻って設定を変更するには、backと入力します。

Ready To Install Enterキーを押すと、インストールプロセスが開始します。

Installing インストール中、進行状況バーによりインストールの進行状況が示されます。

Configuration Manager JEE上のAEM Formsのインストールを完了するには、Enterキーを押します。
Configuration ManagerをGUIモードで実行するには、次のスクリプトを呼び出します。
（Windows）：
C:\Adobe\Adobe_Experience_Manager_Forms\configurationManager\bin\
ConfigurationManager.bat
（Windows以外）：
/opt/adobe/Adobe_Experience_Manager_Forms/
configurationManager/bin/ConfigurationManager.sh

Installation Complete Enterキーを押すと、インストーラーが終了します。
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9. 付録 - Configuration Managerコマンドラインイ
ンターフェイス

CLIは、Configuration Managerのグラフィカルユーザーインターフェイス（GUI）がサポートされていないサー
バー環境で使用することを前提としています。

9.1. 操作の順序

Configuration Manager CLIは、GUIバージョンのConfiguration Managerの操作と同じ順序で実行する必要が
あります。CLIの操作は以下の順序で実行してください。

1) JBoss Application Serverを停止します（自動アップグレードのみ）。

2) GDSディレクトリの内容を移行します（自動アップグレードのみ）。

3) JEE上のAEM Formsを設定します。

4) CRXを設定します。

5) JEE上のAEM Formsのコア設定を更新します。

6) 既存の自動インストールデータベースを移行します（自動アップグレードのみ）。

7) JEE上のAEM Formsを初期化します。

8) JEE上のAEM Formsを検証します。

9) コンポーネントのデプロイメント前に重要なタスクを実行します。

10) JEE上のAEM Formsモジュールをデプロイします。

11) JEE上のAEM Formsモジュールのデプロイメントを検証します。

12) crx-repositoryをアップグレードします。

13) JEE上のAEM Formsに必須のデータを移行します

14) デプロイメント後の設定を行います。

15) PDF Generatorのシステム準備設定を確認します。

16) PDF Generator用の管理者ユーザーを追加します。

17) Connector for IBM Content Managerを設定します。

18) Connector for IBM FileNetを設定します。

19) Connector for EMC Documentumを設定します。

20) Connector for SharePointを設定します。

重要：Configuration Manager CLIの操作を完了したら、各クラスターノードを再起動する必要があります。

重要：Configuration Manager CLIの操作を完了したら、アプリケーションサーバーを再起動する必要があります。
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9.2. コマンドラインインターフェイスのプロパティファイル

Configuration Manager CLIには、JEE上のAEM Forms環境用に定義したプロパティを含む2つのプロパティ
ファイルが必要です。プロパティファイルのテンプレートである cli_propertyFile_template.txtおよび cli_
propertyFile_upgrade_template.txtは、[aem-forms root]/configurationManager/binフォルダーにあります。

• cli_propertyFile_template.txtファイル（JEE上のAEM Formsのインストールシナリオと設定シナリオに
適用されるプロパティ全般を格納）

• cli_propertyFile_upgrade_template.txtファイル（アップグレードタスク専用のプロパティを格納）以前の
バージョンの JEE上のAEM Formsからのアップグレードには両方必要です。

これらのファイルのコピーを作成して値を編集します。プロパティファイルは、インストールの状態に応じて作
成する必要があります。次のいずれかの方法を使用します。

• プロパティファイルcli_propertyFile_template.txtおよびcli_propertyFile_upgrade_template.txtをコピー
してこれらのファイルをテンプレートとして使用し、使用するConfiguration Manager操作に基づいて値
を編集します。

• Configuration ManagerのGUIを使用し、GUIバージョンによって作成されたプロパティファイルをCLI
バージョンのプロパティファイルとして使用します。[aem-forms root]/configurationManager/bin/
ConfigurationManager.bat/shファイルを実行すると、userValuesForCLI.propertiesファイルが [aem-forms
root]/configurationManager/configディレクトリに作成されます。このファイルをConfiguration Manager
CLIの入力として使用できます。

注：ファイルには、以下のオプションのプロパティは含まれていません。必要に応じて、これらのプロパ
ティを手動でファイルに追加してください。

• ApplicationServerRestartRequired

• lcGdsLocation

• lcPrevGdsLocation

注：CLIプロパティファイルでは、Windowsパスのディレクトリ区切り文字（¥）にエスケープ文字（¥）
を使用する必要があります。例えば、指定する Fonts フォルダーがC:¥Windows¥Fonts である場合、
Configuration Manager CLIスクリプトではC:¥¥Windows¥¥Fontsと入力する必要があります。

注：次のモジュールは、ALC-LFS-ContentRepositoryに依存します。cli_propertyFile_template.txtをテ
ンプレートとして使用する場合は、ALC-LFS-ContentRepositoryを excludedSolutionComponentsリスト
から削除するか、あるいは次のLFSを excludedSolutionComponentsリストに追加してください。

– ALC-LFS-ProcessManagement

– ALC-LFS-CorrespondenceManagement

– ALC-LFS-ContentRepository

– ALC-LFS-MobileForms

– ALC-LFS_FormsManager
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9.3. JEE上のAEM Formsコマンドのアップグレード

9.3.1. （自動および部分自動のみ）JEE上のAEM Forms GDSの移行

注：このコマンドを実行するのは、JEE上のAEM Forms自動インストールと以前の自動インストールが同じマシ
ン上に共存し、自動モードで JEE上のAEM Formsをインストールするときにアップグレードインストールを実
行することを選択した場合のみです。

upgrade-migrateGDSコマンドを実行すると、Global Document Storage（GDS）ディレクトリのコンテンツ
が、以前のLiveCycleインストールのデフォルトのGDSの場所から JEE上のAEM FormsのデフォルトのGDS の
場所に移動されます。

このコマンドは、自動または部分的な自動インストールが指定され、かつデフォルトGDSが使用されている場合
にのみ機能します。カスタムGDSが使用されている場合は、内容を手動で移行する必要があります。

9.3.2. JEE上のAEM Formsのコア設定の更新コマンド

upgrade-configureCoreSettingsコマンドは、JEE上のAEM Formsの様々なコア設定を更新します。例え
ば、元のLiveCycleシステムで、グローバルドキュメントストレージ（GDS）ディレクトリをC:\LC\GDSに設定
しており、新しい JEE上のAEM Formsで、E:\DS\GDSに設定する場合、このCLIコマンドを実行しない限り、
新しい場所はデータベース内で更新されません。同様の方法で更新できる他のコア設定には、Adobeサーバーフォ
ントディレクトリ、カスタマーフォントディレクトリ、システムフォントディレクトリ、FIPSの有効化、JEE 上
のAEM Forms一時ディレクトリ、JEE上のAEM Formsグローバルドキュメントストレージディレクトリがあり
ます。upgrade-configureCoreSettingsコマンドでは以下のプロパティを使用できます。

プロパティ 詳細 必須 空の値

prevLCVersion アップグレードされる JEE 上のAEM Formsのバージョン。有効値は6.1ま
たは6.2です。

はい いいえ

excludedSolutionComponents アップグレード（またはインストール）されないモジュールのコンマ区切り
リスト。これは、インストール（ライセンス）されているソリューションコン
ポーネントをConfiguration Manager GUIで選択解除することと同等です。

いいえ はい
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9.3.3. （自動オプションのみ）既存の自動データベースの移行コマンド

upgrade-migrateTurnkeyDatabaseコマンドは、以前のLiveCycleのMySQL自動インストールの「adobe」
スキーマから、JEE上のAEM FormsのMySQL自動インストールの「adobe」スキーマに、データを移行するた
めに使用します。このコマンドを実行する前に、両方のMySQLサービスが実行中で、アクセス可能であることを
確認してください。また、両方のMySQLサービスが別々のポートで実行されていることも必要です。upgrade-
migrateTurnkeyDatabaseコマンドでは以下のプロパティを使用できます。

注：このコマンドを実行するのは、JEE上のAEM Forms自動インストールと以前の自動インストールが同じマシ
ン上に共存し、JEE上のAEM Formsを自動インストールするときにアップグレードインストールを実行すること
を選択した場合のみです。

プロパティ 詳細 必須 空の値

lcDatabaseHostName JEE上のAEM Forms自動データベースのホスト名 はい いいえ

lcDatabaseName JEE上のAEM Forms自動データベースのデータベース名デフォルトは
adobeです。

はい いいえ

lcDatabaseUserName JEE上のAEM Forms自動データベースにアクセスするユーザー名 はい いいえ

lcDatabaseUserPassword JEE上のAEM Forms自動データベースにアクセスするパスワードファイル
でパスワードを指定しなかった場合、コマンドラインでパスワードを指定す
るよう求められます。

いいえ はい

lcDatabaseDriverFile JEE上のAEM Forms自動データベースのドライバーファイルへのパス はい いいえ

lcDatabasePortNumber JEE上のAEM Forms自動データベースが使用するポート はい いいえ

lcDatabaseType JEE上のAEM Forms自動データベースに設定されるデータベースのタイプ
デフォルトはmysqlです。

はい いいえ

lcPrevDatabaseHostName 以前の JEE上のAEM Forms自動データベースのホスト名 はい いいえ

lcPrevDatabaseName 以前の JEE上のAEM Forms自動データベースのデータベース名デフォルト
はadobeです。

はい いいえ

lcPrevDatabaseUserName 以前の JEE上のAEM Forms自動データベースにアクセスするユーザー名 はい いいえ

lcPrevDatabaseUserPassword 以前の JEE上のAEM Forms自動データベースにアクセスするパスワード
ファイルでパスワードを指定しなかった場合、コマンドラインでパスワード
を指定するよう求められます。

いいえ はい

lcPrevDatabaseDriverFile 以前の JEE上のAEM Forms自動データベースのドライバーファイルへのパス はい いいえ

lcPrevDatabasePortNumber 以前の JEE上のAEM Forms自動データベースが使用するポート はい いいえ

lcPrevDatabaseType 以前の JEE上のAEM Forms自動データベースに設定されるデータベースの
タイプデフォルトはmysql です。

はい いいえ
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9.3.4. デプロイメント完了後の設定コマンド

upgrade-configurePostDeployコマンドは、システムの実際のアップグレードを行います。JEE上のAEM
Forms EARファイルおよびモジュールがデプロイされた後で実行されます。

upgrade-configurePostDeployコマンドでは以下のプロパティを使用できます。

JEE上のAEM Formsのホストおよび認証情報

JEE上のAEM Formsデータベースの情報

プロパティ 詳細 必須 空の値

prevLCVersion アップグレードされる JEE上のAEM Formsのバージョン。有効値は6.1ま
たは6.2です。

はい いいえ

excludedSolutionComponents インストールされない JEE上のAEM Formsコンポーネントのコンマ区切り
のリスト。これは、インストール（ライセンス）されているソリューション
コンポーネントをGUIで選択解除することと同等です。

いいえ はい

プロパティ 詳細 必須 空の値

LCHost JEE上のAEM Forms サーバーのホスト名。 はい いいえ

LCPort JEE上のAEM Formsアプリケーションサーバーが構成されるポート番号。 はい いいえ

localServer.appServerRootDir アプリケーションサーバーのクライアント JAR ファイルにアクセスするた
めに使用されます（WebLogicおよびWebSphereの場合のみ、ローカルアプ
リケーションサーバーのルートディレクトリが必要です）。

はい はい

LCAdminUserID JEE上のAEM Formsの管理者ユーザーのユーザー名 はい いいえ

LCAdminPassword 管理者ユーザーのパスワード。ファイルでパスワードを指定しなかった場合、
コマンドラインでパスワードを指定するよう求められます。

いいえ はい

プロパティ 詳細 必須 空の値

lcDatabaseType JEE上のAEM Formsに設定されるデータベースのタイプ。mysql、db2、
oracleまたはsqlserverの値を指定できます。

はい いいえ

lcDatabaseHostName JEE上のAEM Formsデータベースのホスト名。 はい いいえ

lcDatabasePortNumber JEE上のAEM Formsデータベースのポート番号。 はい いいえ

lcDatabaseDriverFile JEE上のAEM Formsデータベースのドライバーファイルへのパス。 はい いいえ

lcDatabaseUserName JEE上のAEM Formsデータベースのにアクセスするユーザー名。 はい いいえ

lcDatabaseName JEE上のAEM Formsデータベースの名前。デフォルトはadobeです。 はい いいえ

lcDatabaseUserPassword データベースにアクセスするためのパスワード。ファイルでパスワードを指定
しなかった場合、コマンドラインでパスワードを指定するよう求められます。

いいえ はい
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9.4. 一般的な設定プロパティ

9.4.1. 共通のプロパティ

共通のプロパティは以下のとおりです。

JEE上のAEM Forms Server固有のプロパティ：JEE上のAEM Formsを初期化し、JEE上のAEM Formsコン
ポーネントの操作をデプロイするのに必要です。

以下の操作に必要なプロパティは次の表のとおりです。

• JEE上のAEM Formsの初期化

• JEE上のAEM Formsコンポーネントのデプロイ

プロパティ 値 説明

JEE上のAEM Forms Server固有のプロパティ

LCHost 文字列 JEE上のAEM Formsがデプロイされるサー
バーのホスト名。
クラスターデプロイメントの場合、アプリ
ケーションサーバーを実行しているいずれ
かのクラスターノードのホスト名。

LCPort 整数値 JEE上のAEM FormsがデプロイされるWeb
ポート番号。

excludedSolutionComponents 文字列。次の値がサポートされています。
ALC-LFS-Forms、
ALC-LFS-ConnectorEMCDocumentum、
ALC-LFS-ConnectorIBMFileNet、
ALC-LFS-ConnectorIBMContentManager、
ALC-LFS-DigitalSignatures、
ALC-LFS-DataCapture、
ALC-LFS-Output、
ALC-LFS-PDFGenerator、
ALC-LFS-ProcessManagement、
ALC-LFS-ReaderExtensions、
ALC-LFS-RightsManagement、
ALC-LFS-CorrespondenceManagement、
ALC-LFS-ContentRepository、
ALC-LFS-MobileForms、
ALC-LFS_FormsManager

（オプション）設定をしない JEE上のAEM
Formsモジュールをリストします。構成対象
から除外するモジュールが複数ある場合は
コンマで区切ります。

includeCentralMigrationService true：サービスを含める
false：サービスを含めない

Central Migration Bridge Serviceを含める
または除外するためのプロパティ。

CRX Contentレポジトリ
次のプロパティは、
cli_propertyFile_
crx_template.txt
ファイルで指定されます。

true：
false：
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9.4.2. JEE上のAEM Formsプロパティの設定

これらのプロパティは、JEE上のAEM Formsの操作の設定にのみ適用されます。

contentRepository.rootDir CRXレポジトリのパス。

is.new.installation.of.crx.repository true：新しいリポジトリを作成
false：既存のリポジトリにアップグレード

アップグレード前にコンテンツリポジトリが
存在せず、初めてコンテンツリポジトリをイ
ンストールする場合、値を trueに設定します。

use.crx3.mongo true： 
false：

新規インストールを実行する場合、Mongo
DBでCRX3を使用するには値を trueに設定
します。値が falseの場合、CRX3 TARが設
定されます。

mongo.db.uri <Mongo DBのURI> Mongo DBを使用している場合は、Mongo
DBのURIを設定します

mongo.db.name <Mongo DBの名前> Mongo DBを使用している場合は、Mongo
DBインスタンスの名前を指定します

use.crx3.rdb.mk true：
false：

このプロパティの値が trueの場合、CRXリ
ポジトリをRDB MKで設定します。デフォ
ルト値は falseです。この場合、リポジトリ
はCRX3 TARに設定されます。

プロパティ 値 説明

AdobeFontsDir 文字列 Adobeサーバーフォントディレクトリの場所。
このパスは、デプロイ先のサーバーからアクセスできるようにする必
要があります。
このパスは、デプロイ先のすべてのクラスターノードからアクセスで
きるようにする必要があります。

customerFontsDir 文字列 カスタマーフォントディレクトリの場所。
このパスは、デプロイ先のサーバーからアクセスできるようにする必
要があります。
このパスは、デプロイ先のすべてのクラスターノードからアクセスで
きるようにする必要があります。

systemFontsDir 文字列 システムフォントディレクトリの場所。
このパスは、デプロイ先のサーバーからアクセスできるようにする必
要があります。
このパスは、デプロイ先のすべてのクラスターノードからアクセスで
きるようにする必要があります。

LCTempDir 文字列 一時ディレクトリの場所。
このパスは、デプロイ先のサーバーからアクセスできるようにする必
要があります。
このパスは、デプロイ先のすべてのクラスターノードからアクセスで
きるようにする必要があります。

プロパティ 値 説明
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9.4.3. アプリケーションサーバーの設定および検証のプロパティ

9.4.4. JEE上のAEM Formsプロパティの初期化

これらのJEE上のAEM Formsプロパティの初期化は、JEE上のAEM Formsの初期化の設定にのみ適用されます。

9.4.5. JEE上のAEM Formsコンポーネントプロパティのデプロイ

以下の操作に適用されるプロパティは次の表のとおりです。

• JEE上のAEM Formsコンポーネントのデプロイ

• JEE上のAEM Formsコンポーネントのデプロイメントの検証

• JEE上のAEM Forms Serverの検証

LCGlobalDocStorageDir 文字列 グローバルドキュメントストレージのルートディレクトリ。
長期間有効なドキュメントを保存したり、それらをすべてのクラス
ターノードで共有したりするために使用する、NFS 共有ディレクトリ
のパスを指定します。
このパスは、デプロイ先のサーバーからアクセスできるようにする必
要があります。
このパスは、デプロイ先のすべてのクラスターノードからアクセスで
きるようにする必要があります。

EnableDocumentDBStorage trueまたは false
デフォルト：false

永続ドキュメントについて、データベースへのドキュメントの保存を
有効または無効にします。
データベースへのドキュメントの保存を有効にしても、GDSのファイ
ルシステムディレクトリは必要です。

プロパティ 値 説明

詳しくは、「共通のプロパティ」を参照してください。

プロパティ 値 説明

JEE上のAEM Forms Server情報セクションを設定する必要があります。詳しくは、「共通のプロパティ」を参照してください

LCAdminUserID 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるユーザー ID。
このユーザー IDは、Administration Consoleへのログオンに使用さ
れます。

LCAdminPassword 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるパスワード。この
パスワードは、Administration Consoleへのログオンに使用されます。

プロパティ 値 説明
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9.4.6. PDF Generator用の管理者ユーザーの追加

以下のプロパティは、PDF Generator用の管理者ユーザーを追加する場合にのみ適用されます。これらのプロパ
ティは、cli_propertyFile_pdfg_template.txtにあります。

9.4.7. Connector for IBM Content Managerの設定

注：以下のプロパティは cli_propertyFile_ecm_ibmcm_template.txtファイル内で指定されています。

プロパティ 値 説明

LCHost 文字列 JEE上のAEM Formsがインストールされるホスト名。

LCPort 整数値 JEE上のAEM Formsアプリケーションサーバーが構成されるポート
番号。

LCAdminUserID 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるユーザー ID。
このユーザー IDは、Administration Consoleへのログオンに使用さ
れます。

LCAdminPassword 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるパスワード。この
パスワードは、Administration Consoleへのログオンに使用されます。

LCServerMachineAdminUser 文字列 JEE上のAEM Formsをホストする運用システムの管理者ユーザーの
ユーザー ID。

LCServerMachineAdminUserPasswd 文字列 JEE上のAEM Formsをホストする運用システムの管理者ユーザーの
パスワード。

プロパティ 値 説明

LCHost 文字列 JEE上のAEM Formsがインストールされるホスト名。

LCPort 整数値 JEE上のAEM Formsアプリケーションサーバーが構成されるポート
番号。

LCAdminUserID 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるユーザー ID。
このユーザー IDは、Administration Consoleへのログオンに使用さ
れます。

LCAdminPassword 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるパスワード。この
パスワードは、Administration Consoleへのログオンに使用されます。

CDVTopology.appserverrootdir 文字列 リモートサーバー上に設定するアプリケーションサーバーインスタン
スのルートディレクトリ（JEE上のAEM Formsのデプロイ先となる
ディレクトリ）

ConfigureIBMCM trueまたは false Connector for IBM Content Manager を設定するには、trueを指定し
ます。

IBMCMClientPathDirectory 文字列 IBM Content Managerクライアントのインストールディレクトリの
場所。
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9.4.8. Connector for IBM FileNetの設定

注：以下のプロパティは cli_propertyFile_ecm_filenet_template.txtファイル内で指定されています。

DataStoreName 文字列 接続する IBM Content Managerサーバーのデータストアの名前。

IBMCMUsername 文字列 IBM Content Manager管理者ユーザーに割り当てるユーザー名。この
ユーザー IDは、IBM Content Managerへのログインに使用されます。

IBMCMPassword 文字列 IBM Content Manager管理者ユーザーに割り当てるパスワード。この
パスワードは、IBM Content Managerへのログインに使用されます。

ConnectionString 文字列 IBM Content Managerに接続するための接続文字列内に使用される
追加の引数（オプション）。

プロパティ 値 説明

LCHost 文字列 JEE上のAEM Formsサーバーがインストールされるマシンのホスト名。

LCPort 整数値 JEE上のAEM Formsアプリケーションサーバーが構成されるポート
番号。

LCAdminUserID 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるユーザー ID。
このユーザー IDは、Administration Consoleへのログオンに使用さ
れます。

LCAdminPassword 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるパスワード。この
パスワードは、Administration Consoleへのログオンに使用されます。

CDVTopology.appserverrootdir 文字列 リモートサーバー上に設定するアプリケーションサーバーインスタン
スのルートディレクトリ（JEE上のAEM Formsのデプロイ先となる
ディレクトリ）。

ConfigureFilenetCE trueまたは false Connector for IBM Filenetを設定するには、trueを指定します。

FilenetConfigureCEVersion 文字列 設定するFileNetクライアントのバージョン。FilenetClientVersion5.0
またはFilenetClientVersion5.2を指定します。

FilenetCEClientPathDirectory 文字列 IBM Filenet Content Managerクライアントのインストールディレク
トリの場所。

ContentEngineName 文字列 IBM Filenet Content Engineがインストールされているマシンのホス
ト名または IPアドレス

ContentEnginePort 文字列 IBM Filenet Content Engineが使用するポート番号。

CredentialProtectionSchema CLEARまたは
SYMMETRIC

保護のレベルを指定します。

プロパティ 値 説明
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9.4.9. Connector for EMC Documentumの設定

注：以下のプロパティは cli_propertyFile_ecm_documentum_template.txtファイル内で指定されています。

EncryptionFileLocation 文字列 暗号化ファイルの場所。これは、CredentialProtectionSchema属性に
対してSYMMETRICオプションを選択した場合にのみ必要です。
パス区切り文字には、スラッシュ（/）または二重の円記号（\\）を使
用します。

DefaultObjectStore 文字列 Connector for IBM Filenet Content Serverのオブジェクトストアの
名前。

FilenetContentEngineUsername 文字列 IBM Filenet Content Serverに接続するためのユーザー ID。
読み取りアクセス権限を持つユーザー IDでは、デフォルトのオブジェ
クトストアへの接続が許可されます。

FilenetContentEnginePassword 文字列 IBM FileNetユーザーに割り当てるパスワード。このパスワードは、
デフォルトのオブジェクトストアに接続する際に使用されます。

ConfigureFilenetPE trueまたは false Connector for IBM FileNetを設定するには、trueを指定します。

FilenetPEClientPathDirectory 文字列 IBM FIleNetクライアントのインストールディレクトリの場所。

FilenetProcessEngineHostname 文字列 プロセスルーターのホスト名または IP アドレス。

FilenetProcessEnginePortNumber 整数値 IBM FileNet Content Serverのポート番号。

FilenetPERouterURLConnectionPoint 文字列 プロセスルーターの名前。

FilenetProcessEngineUsername 文字列 IBM FileNet Content Serverに接続するためのユーザー ID。

FilenetProcessEnginePassword 文字列 IBM FileNet Content Serverに接続するためのパスワード。

プロパティ 値 説明

LCHost 文字列 JEE上のAEM Formsサーバーがインストールされるホスト名。

LCPort 整数値 JEE上のAEM Formsアプリケーションサーバーが構成されるポート
番号。

LCAdminUserID 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるユーザー ID。
このユーザー IDは、Administration Consoleへのログオンに使用さ
れます。

LCAdminPassword 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるパスワード。この
パスワードは、Administration Consoleへのログオンに使用されます。

CDVTopology.appserverrootdir 文字列 リモートサーバー上に設定するアプリケーションサーバーインスタン
スのルートディレクトリ（JEE上のAEM Formsのデプロイ先となる
ディレクトリ）。

ConfigureDocumentum trueまたは false Connector for EMC Documentumを設定するには、trueを指定します。

プロパティ 値 説明
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9.4.10. Connector for Microsoft SharePointの設定

注：以下のプロパティは cli_propertyFile_ecm_sharepoint_template.txtファイル内で指定されています。

DocumentumClientVersion 文字列 設定するEMC Documentumクライアントのバージョン。
DocumentumClientVersion7.0またはDocumentumClientVersion6.7
を指定します。

DocumentumClientPathDirectory 文字列 EMC Documentumクライアントのインストールディレクトリの場所。

ConnectionBrokerHostName 文字列 EMC Documentum Content Serverのホスト名または IPアドレス。

ConnectionBrokerPortNumber 文字列 EMC Documentum Content Serverのポート番号。

DocumentumUsername 文字列 EMC Documentum Content Serverに接続するためのユーザー ID。

DocumentumPassword 文字列 EMC Documentum Content Serverに接続するためのパスワード。

DocumentumDefaultRepositoryName 文字列 MC Documentum Content Serverのデフォルトリポジトリの名前。

プロパティ 値 説明

LCHost 文字列 JEE上のAEM Formsサーバーがインストールされるホスト名。

LCPort 整数値 JEE上のAEM Formsアプリケーションサーバーが構成されるポート
番号。

LCAdminUserID 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるユーザー ID。
このユーザー IDは、Administration Consoleへのログオンに使用さ
れます。

LCAdminPassword 文字列 JEE上のAEM Forms管理者ユーザーに割り当てられるパスワード。この
パスワードは、Administration Consoleへのログオンに使用されます。

CDVTopology.appserverrootdir 文字列 リモートサーバー上に設定するアプリケーションサーバーインスタン
スのルートディレクトリ（JEE上のAEM Formsのデプロイ先となる
ディレクトリ）。

ConfigureSharePoint trueまたは false Connector for Microsoft SharePointを設定するには、trueを指定します。

SharePointServerAddress 文字列 SharePoint Serverのホスト名または IP アドレス

SharePointUsername 文字列 SharePoint Serverに接続するためのユーザー ID。

SharePointPassword 文字列 SharePoint Serverに接続するためのパスワード。

SharePointDomain 文字列 SharePoint Serverのドメイン名。

ConnectionString 文字列 SharePoint Serverに接続するための接続文字列内に使用される追加の
引数（オプション）。

プロパティ 値 説明
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9.4.11. コマンドラインインターフェイスの使用

プロパティファイルを設定したら、[AEM Forms on JEE root]/configurationManager/binフォルダーに移動する
必要があります。

Configuration Manager CLIのコマンドの詳細な説明を表示するには、ConfigurationManagerCLI help
<command name>と入力します。

CRX CLIの使用の設定

CRXリポジトリの設定では、次の構文を使用する必要があります。
configureCRXRepository -f <propertyFile>

JEE上のAEM Forms初期化CLIの使用

JEE上のAEM Formsの初期化の操作では、次の構文を使用する必要があります。
initializeLiveCycle -f <propertyFile>

JEE上のAEM Forms Serverの検証CLIの使用

JEE上のAEM Formsの検証操作（オプション）では、次の構文を使用する必要があります。
validateLiveCycleServer -f <propertyFile> -LCAdminPassword <password>

場所：

• -LCAdminPassword <password>：コマンドライン上で管理者パスワードを設定できます。この引数を指
定すると、プロパティファイルの targetServer.adminPasswordプロパティが上書きされます。

JEE上のAEM FormsコンポーネントのデプロイCLIの使用

JEE上のAEM Formsコンポーネントのデプロイの操作では、次の構文を使用する必要があります。
deployLiveCycleComponents -f <propertyFile> -LCAdminPassword <password>

JEE上のAEM Formsコンポーネントのデプロイメントの検証CLIの使用

JEE上のAEM Formsコンポーネントのデプロイメントの検証操作（オプション）では、次の構文を使用する必要
があります。

validateLiveCycleComponentDeployment -f <propertyFile> -LCAdminPassword <password>

PDF Generatorのシステム準備設定の確認

PDF Generatorのシステム準備設定の確認操作では、次の構文を使用する必要があります。
pdfg-checkSystemReadiness
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PDF Generatorの管理者ユーザーの追加

PDF Generatorの管理者ユーザーの追加操作では、次の構文を使用する必要があります。

pdfg-addAdminUser -f <propertyFile>

場所：

• -f <propertyFile>：必要な引数が含まれるプロパティファイル。プロパティファイルの作成について詳しく
は、「コマンドラインインターフェイスのプロパティファイル」を参照してください。

Connector for IBM Content Managerの設定

Connector for IBM Content Managerの設定操作（オプション）では、次の構文を使用する必要があります。

IBMCM-configurationCLI -f <propertyFile>

重要：[aem-forms root]\configurationManager\bin\ディレクトリにあるcli_propertyFile_ecm_ibmcm_template.txt
という名前の<propertyFile>を修正します。

1) アプリケーションサーバーを再起動します。

2) 管理コンソールから以下のサービスを開始します。

• IBMCMAuthProviderService

• IBMCMConnectorService

Connector for IBM FileNetの設定

Connector for IBM FileNetの設定操作（オプション）では、次の構文を使用する必要があります。

filenet-configurationCLI -f <propertyFile>

重要：[aem-forms root]\configurationManager\bin\ディレクトリにあるcli_propertyFile_ecm_filenet_template.txt
という名前の<propertyFile>を修正します。

Connector for IBM Content Managerの設定を完了するには、次の手順を手動で実行してください。

1) アプリケーションサーバーを再起動します。

2) 管理コンソールから以下のサービスを開始します。

• IBMFileNetAuthProviderService

• IBMFileNetContentRepositoryConnector

• IBMFileNetRepositoryProvider

• IBMFileNetProcessEngineConnector（設定されている場合）
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Connector for EMC Documentumの設定

Connector for EMC Documentumの設定操作（オプション）では、次の構文を使用する必要があります。

documentum-configurationCLI -f <propertyFile>

重要：[aem-forms root]\configurationManager\bin\ディレクトリにある cli_propertyFile_ecm_documentum_
template.txtという名前の<propertyFile>を修正します。

Connector for EMC Documentumの設定を完了するには、次の手順を手動で実行してください。

1) アプリケーションサーバーを再起動します。

2) 管理コンソールから以下のサービスを開始します。

• EMCDocumentumAuthProviderService

• EMCDocumentumRepositoryProvider

• EMCDocumentumContentRepositoryConnector

Connector for Microsoft SharePointの設定

Connector for Microsoft SharePointの設定操作（オプション）では、次の構文を使用する必要があります。

sharepoint-configurationCLI -f <propertyFile>

場所：

重要：[aem-forms root]\configurationManager\bin\ディレクトリにある cli_propertyFile_ecm_sharepoint_
template.txtという名前の<propertyFile>を修正します。
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9.5. 使用例

C:\Adobe\Adobe_Experience_Manager_Forms\configurationManager\binから、次のように入力します。

 ConfigurationManagerCLI configureLiveCycle -f cli_propertyFile.txt

cli_propertyFile.txtには、作成済みのプロパティファイルの名前を指定します。

9.6. Configuration Manager CLIのログ

エラーが発生した場合は、[aem-forms root]\configurationManager\logフォルダーにあるCLIログで確認できま
す。生成されるログファイルには、命名規則に基づいて lcmCLI.0.logのような名前が付けられます。ファイル名
の数字（ここでは0）は、ログファイルがロールオーバーされるたびに増加します。

9.7. 次の手順

Configuration Manager CLIを使用して JEE上のAEM Formsを設定およびデプロイした場合は、次のタスクを
実行します。

• CRXリポジトリをアップグレードし、リポジトリ内のコンテンツを移行する

• デプロイメント後の設定を行います
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10. 付録 - SharePointサーバーでのConnector for 
Microsoft SharePointの設定

Connector for Microsoft SharePointを使用すると、JEE上のAEM FormsとSharePointの両方の開発の観点で、
ワークフローを統合できます。このモジュールには、JEE上のAEM Formsサービスと、この2つのシステム間の
エンドツーエンドの接続を容易にするサンプルのSharePointの機能が含まれています。

このサービスによって、SharePointリポジトリでの検索、読み取り、書き込み、削除、更新およびチェックイン／
チェックアウトが可能になります。SharePointのユーザーは、SharePoint内からの承認プロセスなどの JEE上の
AEM Formsプロセスの開始、ドキュメントのAdobe PDFへの変換、PDF形式やネイティブ形式のファイルの権
限の管理が可能です。さらに、SharePointコンテキスト内から、JEE上のAEM FormsプロセスのSharePoint ワー
クフロー内からの実行を自動化できます。

10.1. インストールと設定

JEE上のAEM Formsのインストールを設定した後に、次の手順を実行してSharePointサーバーでコネクタを設
定します。

10.1.1. SharePointサーバーの必要システム構成

SharePointサイトを実行するサーバーが次の要件を満たしていることを確認してください。

• Microsoft SharePoint Server 2007、2010または2013

• Microsoft .NET Framework 3.5

10.1.2. インストールに関する考慮事項

インストールの計画にあたって、次の点に注意してください。

• Microsoft SharePoint Server 2007を使用している場合、SharePointサーバーにConnector for Microsoft
SharePointをインストールすると、インストールプロセスによってWindows IIS Serverが停止し、再起動
します。

• インストールを実行する前に、他のサイトやWebアプリケーションが IIS Server上のサービスを使用して
いないことを確認します。インストールを行う前に、IISの管理者に問い合わせてください。

• （SharePointサーバー 2010のファームインストールの場合）SharePoint管理サービスは、SharePointサー
バーファームの一元管理サーバーで実行されています。（SharePointサーバー 2010スタンドアロンインス
トールの場合）SharePoint管理サービスは、SharePointサーバーで停止します。
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10.2. SharePointサーバー 2007でのインストールと設定

10.2.1. Webパーツのインストーラーの抽出

JEE上のAEM Formsサーバーをインストールしたときに、SharePointサーバーのWebパーツのインストーラー
（Adobe Connector-2007.zip）が [aem-forms root]\plugins\sharepointフォルダー内に作成されています。
SharePointをホストしているWindowsサーバー上のフォルダーにこのファイルをコピーしてから、抽出します。

10.2.2. バッチファイルの編集

Webパーツのインストーラーから抽出されたフォルダー内に、バッチファイル（Install.bat）があります。使
用しているSharePointサーバーに関連するファイルおよびフォルダーのパスを使用して、このバッチファイルを
更新する必要があります。

1) Install.batファイルをテキストエディターで開きます。

2) ファイル内で次の行を探して編集します。

@SET GACUTILEXE="C:\Program Files\Microsoft SDKs\Windows\v6.0A\Bin\ gacutil.exe" 
@SET TEMPLATEDIR="c:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\ web server 
extensions\12\TEMPLATE" 
@SET WEBAPPDIR="C:\Inetpub\wwwroot\wss\VirtualDirectories\<port>" 
@SET SITEURL=”http://<SharePoint Server>:<port>/SiteDirectory/<site name>/” 
@SET STSADM="C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\ web server extensions\
12\bin\stsadm.exe"

• GACUTILEXE：GACユーティリティがあるフォルダーへのパスを変更します。

• TEMPLATEDIR：システム上の IIS Serverのテンプレートのディレクトリパスを変更します。

• WEBAPPDIR：システム上の IIS ServerのWEBAPPDIRのパスがバッチファイル内のデフォルト値
と異なる場合に変更します。

• SITEURL：JEE上のAEM Formsの機能をアクティブにする、システム上のSharePointサイトのURL
を変更します。

• STSADM：STSADMユーティリティがあるフォルダーへのパスを変更します。

注：JEE上のAEM Formsの機能は、SharePointサーバーのWebアプリケーションにインストールされま
す。JEE上のAEM Formsの機能は、URLを指定したサイトでのみアクティブになります。他のSharePoint
サイトについては、各サイトのサイトの設定ページで後から JEE上のAEM Formsの機能をアクティブにす
ることができます。詳しくは、SharePointのヘルプを参照してください。

3) ファイルを保存して閉じます。
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10.2.3. バッチファイルの実行

編集されたバッチファイルがあるフォルダーに移動してから、Install.batファイルを実行します。

バッチファイルが実行されている間はSharePointサイトで他のサービスを使用できないことに注意してください。

バッチファイルを実行すると、次の処理が行われます。

• AdobeLiveCycleConnector.dllおよびAdobeLiveCycleWorkflow.dllのファイルが登録されます。
これらのダイナミックライブラリは、JEE上のAEM Formsの機能とSharePointサーバーを統合します。

• 以前にインストールされていたSharePointコネクタがアンインストールされます。

• テンプレートファイルがWSS \TEMPLATEディレクトリにコピーされます。

• リソースファイルがWEBAPPDIR\App_GlobalResourcesディレクトリにコピーされます。

• JEE上のAEM Formsの機能をWebサーバー拡張機能とあわせてインストールして有効化します。

• インストーラーが閉じて、プロンプトに戻ります。

10.2.4. サービスモデル設定の IIS Webアプリケーションのフォルダーへのコピー

SharePoint Connector固有の設定を、IIS ServerのWebアプリケーションのホームディレクトリにコピーする必
要があります。これにより、JEE上のAEM Formsの機能がWebアプリケーションに追加されます。

1) JEE上のAEM Formsの機能のインストーラーを抽出したときに作成されたsharepoint-webpartフォルダー
に移動します。

2) AdobeLiveCycleConnector.dll.configファイルをテキストエディターで開きます。

3) <system.serviceModel>タグと </system.serviceModel>タグの間の内容（開始タグと終了タグを
含む）をコピーしてから、ファイルを閉じます。

4) バッチファイルで指定したコンピューター上のIISサービスのWebアプリケーションのホームディレクトリに
移動します。そのフォルダーは、通常はC:¥Inetpub¥wwwroot¥wss¥VirtualDirectories¥<port>です。

5) web.configファイルのバックアップを作成してから、元のファイルをテキストエディターで開きます。

6) コピーした内容を</configuration>タグの前に追加します。

7) ファイルを保存して閉じます。
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10.3. SharePoint Server 2010およびSharePoint server 2013でのイ
ンストールと設定

10.3.1. 環境変数の編集

stsadm.exeのパスをPATH環境変数に追加します。stsadm.exeのデフォルトのパスはC:¥Program Files¥Common
Files¥MicrosoftShared¥Web Server Extensions¥14¥BINです。

10.3.2. Webパーツのインストーラーの抽出

JEE上のAEM Formsサーバーをインストールしたときに、SharePointサーバーファイルのWebパーツのインス
トーラー（Adobe Connector-2010.zipとAdobe Connector-2013.zip）が [aem-forms root]\plugins\
sharepointフォルダー内に作成されます。

• Microsoft SharePoint 2010を使用している場合は、SharePointをホストするWindows server上のフォル
ダにAdobe Connector-2010.zipファイルをコピーし、コピーしたファイルを解凍します。

• Microsoft SharePoint 2013を使用している場合は、SharePointをホストするWindows server上のフォル
ダにAdobe Connector-2013.zipファイルをコピーし、コピーしたファイルを解凍します。

10.3.3. Connectorのインストールとアクティベート

1) （オプション）コネクタをインストールする前にSharePoint Serverのコンテキストメニューのオプションを
選択します。詳細な手順については、機能の有効化または無効化を参照してください。

2) 次のコマンドをリストの順序どおりに実行して、Connector for SharePoint Serverをインストールします。変
更がすべてのサーバーに適用されたことを確認するために、各コマンドの後にstsadm - o enumsolutions
を実行します。

resultant xmlに<state>pending</state>タグが追加されるまで、stsadm - o enumsolutionsを
繰り返し実行します。

install.bat -create 
install.bat -add 
install.bat -deploy 
install.bat -install 

注：install.batの -deployコマンドの場合は、resultant xmlに<LastOperationResult>DeploymentSucceeded
</LastOperationResult>タグが追加されるまで、stsadm - o enumsolutionsを繰り返し実行します。

3) SharePoint Webアプリケーションからコネクタをアクティベートします。コネクタをアクティベートする
には、次の手順を実行します。

a) ブラウザーでSharePoint Webアプリケーションを開きます。

b) 「サイトの設定」をクリックします。

c) 「Site Collection Features」をクリックします。

d) Adobe Connector機能およびWorkflow機能について「アクティベート」をクリックします。



付録 - SharePointサーバーでのConnector for Microsoft SharePointの設定

82

10.3.4. 機能の有効化または無効化

コンテキストメニューのオプションを変更し、SharePointサイトの他の機能を無効にすることができます。一連
のオプションをデフォルトのままSharePoint Connectorをインストールした場合、SharePoint Serverで次のオプ
ションを有効にします。

• Adobe PDFに変換

• Acrobat Readerによる注釈機能を有効化

• Adobeポリシーで保護

• JEE上のAEM Formsの処理の起動

Elements.xmlファイルを変更してこれらのオプションを変更したり、別の機能の有効／無効を切り替えたりす
ることができます。Elements.xmlを変更するには、次の手順を実行します。

1) Adobe Connector-2010.zipファイルまたはAdobe Connector-2013.zipファイルを展開した内容
が含まれるフォルダーに移動します。

2) Elements.xmlファイルのバックアップを作成します。Elements.xmlのデフォルトの場所は< Adobe
Connector-2010/2013.zip >\TEMPLATE\FEATURES\LiveCycle\
Elements.xmlです。

3) Elements.xmlファイルをテキストエディターで開きます。

4) 無効にする機能のCustomAction要素を削除するかコメントにします。

Document Server
の機能

CustomAction要素の ID 説明

ReaderExtensions LiveCycle.ApplyReaderExtensions PDFドキュメントのAcrobat Reader DC exten-
sionsを有効にします。

権限管理 LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToPdf PDFドキュメントの権限保護を実行します

LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToDoc Microsoft Wordドキュメントの権限保護を実行
します

LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToXls Microsoft Excelドキュメントの権限保護を実行
します

LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToPpt Microsoft PowerPointドキュメントの権限保護
を実行します

LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToDocx Microsoft Wordドキュメントの権限保護を実行
します

LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToXlsx Microsoft Excelドキュメントの権限保護を実行
します

LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToPptx Microsoft PowerPointドキュメントの権限保護
を実行します
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LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToDwg Microsoft Excelドキュメントの権限保護を実行
します

LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToDxf AutoCADドキュメントの権限保護を実行します

LiveCycle.RightsManagement.ApplyPolicyToDwf AutoCADドキュメントの権限保護を実行します

PDF Generator LiveCycle.GeneratePDFFromPdf サイトの設定でファイルの種類として標準の
OCRが使用された場合に、画像から作成された
PDFをテキストベースのPDFに変換します

LiveCycle.GeneratePDFFromDoc Microsoft WordドキュメントからPDFを生成
します

LiveCycle.GeneratePDFFromPs PostScriptファイルからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromEps EPSドキュメントからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromPrn PRNファイルからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromDocx Microsoft Word 2007ドキュメントからPDF を
生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromPpt Microsoft PowerPointドキュメントからPDF
を生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromPptx Microsoft PowerPointドキュメントからPDF
を生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromXls Microsoft ExcelドキュメントからPDFを生成
します

LiveCycle.GeneratePDFFromXlsx Microsoft ExcelドキュメントからPDFを生成
します

LiveCycle.GeneratePDFFromBmp BMPファイルからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromGif GIFファイルからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromJpeg JPEG画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromJpg JPG画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromTiff TIFF画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromTif TIF画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromPng PNG画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromJpf JPF画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromJpx JPX画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromJp2 JPEG 2000画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromJ2k JPEG 2000画像からPDFを生成します
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5) Elements.xmlを保存して閉じます。

LiveCycle.GeneratePDFFromJ2c JPEG 2000画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromJpc JPEG 2000画像からPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromHtm HTMドキュメントからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromHtml HTMLドキュメントからPDFを生成します

（非推奨）LiveCycle.GeneratePDFFromSwf （非推奨）
SWFファイルからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromFlv FlashビデオファイルからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromTxt テキストファイルからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromRtf リッチテキスト形式のファイルからPDFを生成
します

LiveCycle.GeneratePDFFromMpp Microsoft ProjectファイルからPDFを生成します

LiveCycle.GeneratePDFFromPub Microsoft PublisherドキュメントからPDFを生
成します

LiveCycle
プロセスを起動

LiveCycle.InvokeGenericLiveCycleProcessOnALL LiveCycleプロセスを起動します

Adobe Forms
ライブラリ

AdobeFormsLibrary フォームデータのリポジトリとしてSharePoint
を設定します。CustomAction、ListTemplateお
よびListInstanceの各要素を削除します。

AEM Forms 
ユーザータスク

LiveCycleUserTasks ユーザータスクのリストを表示します。
ListTemplate要素を削除します。

LiveCycle
グループタスク

LiveCycleGroupTasks グループタスクのリストを表示します。
ListTemplate要素を削除します。
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10.3.5. Microsoft SharePoint Server 2010のコネクタおよびMicrosoft SharePoint Server
2013のアンインストール

1) SharePoint WebアプリケーションからSharePoint Connectorのアクティベートを解除します。SharePoint
Connectorのアクティベートを解除するには

a) ブラウザーでSharePoint Webアプリケーションを開きます。

b) 「サイトの設定」をクリックします。

c) 「Site Collection Features」をクリックします。

d) Adobe Connector機能およびAdobe LiveCycle Workflow機能について「アクティベートの解除」
をクリックします。

2) コマンドプロンプトで、次のコマンドを順番どおりに実行します。変更がすべてのサーバーに適用されたこ
とを確認するために、各コマンドの後にstsadm - o enumsolutionsを実行します。resultant xmlに
<state>pending</state>タグが追加されるまで、stsadm - o enumsolutionsを繰り返し実行します。

Install.bat -uninstall 
Install.bat -retract 
Install.bat -delete

注：Install.batの -retractコマンドの場合は、resultant xmlに<LastOperationResult>RetractionSucceeded
</LastOperationResult>タグが追加されるまで、stsadm - o enumsolutionsを繰り返し実行します。
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